
              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
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高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 
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「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 
「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 
 
「「岩岩手手県県」」ででははななくく 
「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ

♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 
そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら 

 
本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 
）） 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

約約 77千千 77百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

（（高高松松・・上上田田・・桜桜台台・・青青山山・・本本宮宮ににはは配配布布さされれてていいまませせんん）） 

特特別別にに材材木木町町・・三三ツツ割割地地区区一一部部ににもも配配布布ししてていいまますす。。 

「「ポポイイ捨捨てて」」ししなないいよよううににししたたいいももののでですす。。 

そそのの昔昔、、ゴゴミミ箱箱をを「「護護美美箱箱」」とと言言っったたここととももああるるそそううでですす。。（（編編集集室室））

がががが
丘丘丘丘  
謎謎謎謎
百百百百
景景景景  

丘丘
のの
上上
のの
散散
歩歩
道道 

連連載載 

vol.33 「「鳥鳥居居」」そそのの後後 

散散歩歩でで見見つつけけたた、、何何、、ココレレ？？ 

イイヌヌもも歩歩けけばば不不思思議議にに当当たたるる！！

８月号に掲載した写真

最最近近のの写写真真・・・・・・消消ええたた鳥鳥居居

四四十十四四田田ダダムムかからら滝滝沢沢市市にに向向かかうう踏踏みみ切切りりのの手手前前のの道道。。
赤赤いい鳥鳥居居ががあありりままししたた、、８８月月号号にに掲掲載載ししままししたたらら、、 
下下記記ののよよううなな連連絡絡ななどどががあありりままししたたののででごご報報告告ししまますす。。

・・テテレレビビでで見見たたここととががああるる「「ススフフィィンンククススのの模模型型をを
置置くくとと、、ポポイイ捨捨ててがが無無くくななるるららししいい」」とといいううののにに、、
似似たたももののででははなないいででししょょううかか？？（（NNiiささんん）） 

 
・・行行動動心心理理学学のの応応用用編編ででししょょううかかねね？？（（NNuuささんん）） 

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 9955回回 

いい
なな
だだ
珈珈
琲琲
舎舎 

ささ
んん 

南南
大大
通通
一一
丁丁
目目 

２２００１１４４年年にに開開業業ししままししたた。。おお客客様様のの

「「美美味味ししかかっったた」」「「ホホッッととししたた」」とといいうう声声

かか励励みみににななりりままししたた。。ややっってていいるるここととがが、、

おお客客様様ににもも分分かかっっててももららええるるとといいうう気気持持

ちちががああるるののでで、、店店をを続続けけらられれてていいまますす。。 

店店主主 稲稲田田耕耕基基ささんんににおお聞聞ききししままししたた。。 

特特殊殊なな技技法法をを使使ううとといいううここととででははななくくてて、、当当たた
りり前前のの事事をを積積みみ重重ねねてていいけけばばイイイイ仕仕事事ににななるる。。そそ
うう思思ううよよううににななりりままししたた。。 
有有名名店店ににななっったたとともも思思っってていいまませせんん。。美美味味ししくく

飲飲んんででももららううたためめににふふささわわししいい物物をを工工夫夫ししてていい
まますす。。実実はは、、当当店店ででおお出出ししししてていいるる珈珈琲琲用用ミミルルクク
はは、、オオリリジジナナルルのの本本物物でですす。。「「植植物物性性油油脂脂」」ののもも
ののででははあありりまませせんん。。 
自自分分ののややっってて来来たた「「思思いい」」をを受受けけ継継ぐぐ人人はは、、育育

ててたたいいでですす。。珈珈琲琲屋屋ささんんににななららななくくててもも、、思思いいをを
承承けけ継継いいででくくれれたたらら、、そそれれででいいいいでですす。。 

焙焙煎煎機機 

落落ちち着着くく雰雰囲囲気気のの店店 

苦苦
味味･･

酸酸
味味･･

甘甘
味味
のの
ババ
ララ
ンン
スス
のの
とと
れれ
たた
味味
わわ
いい
をを
目目
指指
しし
てて 

味味 わわ
いい
をを
目目
指指
しし
てて
とと
るる
点点
をを
発発
見見
！！ 

「「
珈珈
琲琲
舎舎
」」
命命
名名
のの
由由
来来 

陸陸
前前
高高
田田
のの
出出
身身
でで
すす
。。 

「「
舎舎
」」
のの
意意
味味
はは
、、
人人
がが
集集
っっ
てて
休休
むむ
場場
所所
のの
ここ

とと
でで
すす
。。 

そそ
んん
なな
思思
いい
かか
らら
命命
名名
しし
まま
しし
たた
。。 

色色
んん
なな
人人
にに
来来
てて
いい
たた
たた
きき
、、
ホホ
ッッ
とと
しし
てて
過過
ごご

しし
てて
もも
らら
いい
たた
いい
でで
すす
。。 

珈珈
琲琲
のの
味味
のの
繊繊
細細
ささ 

ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
味味
はは
繊繊
細細
なな
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

苦苦
味味
、、
酸酸
味味
、、
甘甘
味味
のの
ババ
ララ
ンン
スス
のの
取取
れれ
たた
味味
わわ

いい
をを
目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

店店
にに
よよ
っっ
てて
もも
味味
がが
違違
っっ
てて
いい
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。

自自
分分
のの
味味
をを
出出
すす
たた
めめ
のの
工工
夫夫
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

店店
でで
出出
すす
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
味味
がが
おお
客客
様様
のの
好好
みみ
にに

合合
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
開開
店店
しし
てて
かか
らら
徐徐
々々

にに
、、
おお
客客
様様
がが
増増
ええ
てて
いい
きき
まま
しし
たた
。。 

店店
のの
珈珈
琲琲
でで
朝朝
がが
始始
まま
りり 

店店
のの
珈珈
琲琲
でで
朝朝
がが
始始
まま
りり
、、
元元
気気
にに
一一
日日
をを
過過
ごご

しし
てて
もも
らら
いい
たた
いい
でで
すす
ねね
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
、、
モモ
ーー
ニニ

ンン
ググ
セセ
ッッ
トト
もも
ごご
用用
意意
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

珈珈
琲琲
のの
楽楽
しし
みみ
方方
はは
人人
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
でで
すす
。。 

多多
くく
のの
人人
にに
珈珈
琲琲
のの
味味
やや
香香
りり
のの
楽楽
しし
ささ
をを
感感

じじ
てて
もも
らら
いい
たた
いい
でで
すす
。。 

44 台台分分 
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ババスス 
セセンンタターー 

いいななだだ 
珈珈琲琲舎舎 

駐車場

盛盛岡岡劇劇場場 
八八
幡幡
宮宮
へへ 

茶茶
畑畑
方方
面面 

No.2･8･9 No.5

実実はは、、焙焙煎煎のの過過程程でで味味がが決決ままりりまますす。。 

苦苦味味、、酸酸味味、、甘甘味味がが上上手手くくババラランンスス 

さされれるる、、そそうういいううポポイインントトががあありりまますす。。 

今今後後もも、、安安定定ししたた美美味味ししいいココーーヒヒーーをを

提提供供しし続続けけまますす。。 

目目指指すすはは、、苦苦味味、、酸酸味味、、甘甘味味のの
ババラランンススののととれれたた味味わわいい 

心心
地地
よよ
いい
店店
にに
すす
るる
にに
はは
、、
当当
たた
りり
前前
のの

ここ
とと
をを
当当
たた
りり
前前
にに
やや
れれ
ばば
よよ
いい
、、 

とと
思思
うう
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

いい
いい
材材
料料
使使
うう
とと
かか
、、 

丁丁
寧寧
にに
作作
るる
とと
かか
。。 

hhttttppss::////iinnaaddaaccooffffeeee..ccoomm// 
南南大大通通 11 丁丁目目 1122−−1188  松松栄栄館館 11 階階 

電電話話 001199--665566--77776666 

営営業業時時間間 77::3300--1199::0000 

定定休休日日 月月曜曜日日、、第第 22・・第第 44 火火曜曜日日 

全全席席禁禁煙煙 

専専用用駐駐車車場場 44 台台（（盛盛岡岡劇劇場場のの裏裏）） 

自自家家焙焙煎煎 いいななだだ珈珈琲琲舎舎 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（２）

劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセーです。
随時掲載します。お楽しみに！

連連載載 

第第 55 話話  

ロロロロモモモモササササルルルルタタタターーーードドドド  

でででですすすすかかかか？？？？ 

「「
◯◯
屋屋
」」「「
◯◯
のの
やや
」」
併併
設設
のの
店店
にに
行行
っっ
たた
。。 

注注
文文
はは
目目
のの
前前
にに
ああ
るる
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
をを
使使
うう
仕仕
組組
みみ

らら
しし
いい
。。
注注
文文
をを
取取
りり
にに
来来
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、
来来
店店
客客

がが
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
をを
見見
なな
がが
らら
注注
文文
をを
すす
るる
。。 

「「
牛牛
丼丼
」」
やや
「「
とと
んん
かか
つつ
」」
のの
気気
分分
でで
もも
なな
かか
っっ
たた
。。 

んん
じじ
ゃゃ
なな
んん
でで
、、
そそ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
入入
っっ
たた
んん
だだ

よよ
！！ 

とと
思思
わわ
れれ
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
のの
だだ
がが
、、
まま
ああ
、、

何何
とと
なな
くく
入入
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
のの
だだ
。。 

メメ
ニニ
ュュ
ーー
をを
見見
てて
みみ
るる
とと
「「
ロロ
モモ
ササ
ルル
タタ
ーー
ドド
」」
とと

いい
うう
、、
何何
だだ
かか
よよ
くく
わわ
かか
らら
なな
いい
メメ
ニニ
ュュ
ーー
がが
ああ
っっ
たた
。。

何何
だだ
かか
よよ
くく
わわ
かか
らら
なな
いい
とと
言言
っっ
てて
もも
、、
そそ
うう
いい
ええ
ばば
、、

ちち
ょょ
っっ
とと
前前
にに
なな
んん
かか
のの
テテ
レレ
ビビ
番番
組組
でで
、、
牛牛
丼丼
屋屋
なな

のの
にに
、、
中中
東東
だだ
っっ
たた
かか
東東
南南
アア
ジジ
アア
だだ
っっ
たた
かか
、、
とと
にに

かか
くく
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
メメ
ニニ
ュュ
ーー
をを
出出
しし
てて
いい
るる
店店
のの
特特
集集

みみ
たた
いい
なな
もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
。。 

記記
憶憶
のの
片片
隅隅
にに
そそ
んん
なな
場場
面面
がが
残残
っっ
てて
いい
たた
のの

でで
、、
ああ
、、
とと
にに
かか
くく
エエ
スス
ニニ
ッッ
クク
っっ
ぽぽ
いい
メメ
ニニ
ュュ
ーー

がが
ああ
っっ
たた
なな
、、
とと
思思
いい
至至
りり
、、
そそ
れれ
をを
食食
べべ
てて
みみ
よよ

うう
とと
なな
っっ
たた
。。 

多多
分分
、、
滞滞
りり
なな
くく
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
でで
注注
文文
をを
しし
てて
、、

トト
イイ
レレ
にに
行行
くく
たた
めめ
にに
席席
をを
立立
っっ
たた
。。 

ここ
のの
とと
きき
、、
席席
にに
はは
水水
のの
ココ
ッッ
ププ
もも
私私
物物
もも
何何
もも

置置
かか
ずず
にに
、、
席席
をを
立立
っっ
たた
のの
がが
いい
けけ
なな
かか
っっ
たた
。。 

トト
イイ
レレ
のの
手手
前前
でで
おお
店店
のの
人人
がが
「「
おお
会会
計計
でで
すす

かか
？？
」」
とと
声声
をを
かか
けけ
てて
きき
たた
。。
いい
やや
いい
やや
、、
何何
もも
食食

っっ
てて
なな
いい
のの
にに
おお
会会
計計
もも
何何
もも
なな
いい
もも
んん
だだ
がが
、、
そそ

うう
いい
うう
、、
席席
でで
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
がが
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
状状

況況
でで
ああ
るる
、、
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
把把
握握
しし
てて
なな
いい
のの
だだ
ろろ

うう
。。 トト

イイ
レレ
かか
らら
出出
てて
席席
にに
戻戻
ろろ
うう
とと
しし
たた
がが
、、
何何
とと

なな
くく
、、
どど
ここ
のの
席席
にに
座座
っっ
てて
いい
たた
かか
がが
ハハ
ッッ
キキ
リリ
しし

なな
いい
。。
とと
いい
うう
のの
もも
、、
左左
隣隣
にに
いい
たた
人人
はは
いい
なな
くく
なな

りり
、、
右右
隣隣
にに
はは
多多
分分
人人
がが
いい
たた
よよ
うう
なな
気気
がが
すす
るる
がが
、、

何何
とと
なな
くく
合合
っっ
てて
いい
るる
かか
どど
うう
かか
分分
かか
らら
なな
いい
のの

だだ
。。
とと
にに
かか
くく
よよ
くく
分分
かか
らら
なな
いい
なな
がが
らら
もも
、、
そそ
うう

かか
もも
知知
れれ
なな
いい
とと
いい
うう
席席
にに
座座
りり
、、
とと
りり
ああ
ええ
ずず
水水

をを
飲飲
もも
うう
とと
、、
ウウ
ォォ
ーー
タタ
ーー
ササ
ーー
ババ
ーー
かか
らら
ココ
ッッ
ププ

にに
水水
をを
注注
いい
でで
きき
たた
。。
目目
のの
前前
のの
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
をを
見見

るる
とと
、、「「
注注
文文
履履
歴歴
」」
とと
いい
うう
のの
がが
ああ
っっ
たた
のの
でで
、、
タタ

ッッ
ププ
しし
てて
みみ
るる
とと
、、
履履
歴歴
はは
ナナ
シシ
。。 

むむ
うう
、、
どど
うう
言言
うう
ここ
とと
だだ
ろろ
うう
？？ 

 

つつ
まま
りり
、、
オオ
レレ
はは
違違
うう
席席
にに
座座
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
のの

だだ
ろろ
うう
かか
？？ 

 

とと
りり
ああ
ええ
ずず
人人
のの
座座
っっ
てて
いい
なな
いい
、、
左左
隣隣
のの
席席
のの

タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
のの
注注
文文
履履
歴歴
もも
タタ
ッッ
ププ
しし
てて
みみ
るる
。。
当当

然然
のの
よよ
うう
にに
履履
歴歴
はは
ナナ
シシ
。。 

とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、
もも
しし
かか
すす
るる
とと
、、
右右
隣隣
のの
席席
がが

本本
来来
のの
オオ
レレ
のの
席席
でで
、、
右右
隣隣
にに
いい
るる
おお
兄兄
ささ
んん
はは
、、

オオ
レレ
がが
トト
イイ
レレ
にに
行行
っっ
てて
いい
るる
間間
にに
、、
空空
席席
だだ
とと
思思

っっ
てて
座座
っっ
てて
いい
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
だだ
ろろ
うう
かか
？？ 

 

何何
とと
なな
くく
そそ
うう
いい
うう
気気
がが
しし
てて
いい
たた
とと
ここ
ろろ
でで
、、

おお
隣隣
のの
おお
兄兄
ささ
んん
のの
注注
文文
しし
たた
でで
ああ
ろろ
うう
品品
物物
がが
やや

っっ
てて
来来
たた
。。 

明明
らら
かか
にに
オオ
レレ
よよ
りり
後後
のの
入入
店店
だだ
とと
思思
うう
のの
でで
、、

おお
店店
のの
人人
にに
、、
おお
ずず
おお
ずず
とと
「「
ああ
のの
、、
注注
文文
しし
てて
ああ

れれ
ばば
、、
注注
文文
履履
歴歴
でで
出出
まま
すす
よよ
ねね
？？
」」
とと
聞聞
いい
てて
みみ

るる
とと
「「
ロロ
モモ
ササ
ルル
タタ
ーー
ドド
でで
すす
かか
？？
」」
とと
いい
うう
のの
でで

「「
そそ
うう
そそ
うう
」」
とと
返返
事事
をを
すす
るる
とと
、、
すす
でで
にに
出出
来来
上上

がが
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
、、
素素
早早
くく
持持
っっ
てて
きき
てて
くく
れれ
たた
。。 

つつ
まま
りり
顛顛
末末
とと
しし
てて
はは
、、
オオ
レレ
がが
トト
イイ
レレ
にに
行行
っっ

てて
いい
るる
間間
にに
店店
にに
入入
っっ
てて
きき
たた
おお
兄兄
ささ
んん
がが
、、
空空
いい

てて
いい
るる
席席
だだ
とと
思思
っっ
てて
、、
オオ
レレ
がが
注注
文文
しし
たた
後後
のの
席席

にに
座座
りり
、、
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
でで
自自
分分
のの
注注
文文
のの
品品
をを
入入
力力

しし
、、
先先
にに
来来
るる
はは
ずず
のの
オオ
レレ
のの
メメ
ニニ
ュュ
ーー
はは
宙宙
にに
浮浮

いい
たた
状状
態態
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
、、
とと
いい
うう
わわ
けけ
だだ
。。 

在在
席席
をを
示示
すす
何何
物物
もも
、、
置置
かか
れれ
てて
いい
なな
けけ
れれ
ばば
、、

そそ
れれ
はは
空空
席席
だだ
とと
思思
うう
よよ
ねね
。。 

でで
もも
、、
注注
文文
済済
みみ
のの
品品
がが
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
タタ
ブブ

レレ
ッッ
トト
にに
そそ
のの
旨旨
表表
示示
すす
るる
かか
なな
んん
かか
しし
てて
おお
けけ

ばば
、、
今今
回回
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
はは
避避
けけ
らら
れれ
たた
はは
ずず
でで
ああ

るる
。。
まま
たた
、、
店店
員員
ささ
んん
がが
、、
水水
をを
持持
っっ
てて
くく
るる
みみ
たた

いい
なな
シシ
スス
テテ
ムム
でで
ああ
れれ
ばば
、、
そそ
もも
そそ
もも
、、
ここ
うう
いい
うう

ここ
とと
はは
起起
ここ
らら
なな
いい
。。 

オオ
レレ
もも
気気
まま
ずず
いい
思思
いい
をを
しし
たた
がが
、、
隣隣
のの
おお
兄兄
ささ

んん
もも
気気
まま
ずず
いい
思思
いい
をを
しし
、、
恐恐
らら
くく
店店
員員
ささ
んん
もも
気気

まま
ずず
いい
思思
いい
をを
しし
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。 

そそ
れれ
ほほ
どど
大大
きき
なな
問問
題題
でで
もも
なな
いい
のの
だだ
がが
、、
人人
とと

顔顔
をを
合合
わわ
せせ
なな
いい
シシ
スス
テテ
ムム
にに
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
ちち
ょょ

っっ
とと
しし
たた
行行
きき
違違
いい
がが
起起
きき
やや
すす
くく
なな
っっ
てて
、、
そそ
れれ

でで
気気
まま
ずず
いい
思思
いい
をを
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
のの
だだ
。。 

ここ
のの
気気
まま
ずず
いい
感感
じじ
はは
、、
当当
事事
者者
同同
士士
のの
「「
ああ
、、

そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
だだ
っっ
たた
のの
ねね
、、
いい
やや
ああ
、、
間間
違違
っっ
ちち

ゃゃ
っっ
たた
なな
ぁぁ
」」
みみ
たた
いい
なな
やや
りり
取取
りり
はは
ささ
れれ
ずず
、、
当当

然然
解解
消消
ささ
れれ
なな
いい
のの
でで
、、
微微
妙妙
にに
気気
まま
ずず
いい
思思
いい
がが

残残
るる
。。
まま
ああ
、、
オオ
レレ
はは
ここ
のの
ネネ
タタ
でで
書書
いい
たた
りり
しし
ちち

ゃゃ
うう
んん
でで
良良
いい
んん
だだ
けけ
どど
、、
そそ
うう
でで
もも
なな
いい
人人
はは
、、

なな
んん
かか
モモ
ヤヤ
モモ
ヤヤ
残残
っっ
ちち
ゃゃ
うう
んん
だだ
ろろ
うう
なな
ぁぁ
。。 

ああ
、、
ロロ
モモ
ササ
ルル
タタ
ーー
ドド
はは
、、
ニニ
ンン
ニニ
クク
のの
きき
いい
たた

タタ
レレ
がが
食食
欲欲
をを
そそ
そそ
りり
、、
ごご
飯飯
がが
進進
みみ
そそ
うう
なな
メメ
ニニ

ュュ
ーー
だだ
っっ
たた
。。 

 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長

等等をを歴歴任任。。 

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

くくくくららららももももちちちち  ひひひひろろろろゆゆゆゆきききき  ささささんんんん  のののの 
そそそそここここははははそそそそれれれれ  エエエエッッッッセセセセーーーー  

ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ 

飼飼っってていいたたイインンココがが 

「「迷迷子子」」ににななっってて困困っってていいまますす！！ 

おお知知ららせせいいたただだけけれればば、、助助かかりりまますす。。 
電電話話 ００１１９９－－６６６６３３－－６６８８８８１１ 

（（黒黒石石野野在在住住 川川村村）） 

イインンココのの名名前前はは「「ははるる」」でですす。。 
よよくく、、自自分分のの名名前前ををおおししゃゃべべりりししまますす。。 

第 33 回
街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 HHIILLLLSS NNEEWWSS

ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

ここれれままでで、、松松園園、、小小鳥鳥沢沢、、岩岩脇脇、、緑緑がが丘丘小小学学校校近近辺辺

ななどどでで目目撃撃ししたたとといいううおお話話がが、、読読者者のの皆皆ささんんかからら寄寄せせ

らられれててききままししたた。。 

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。
悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ってくれます。

第 13 話 発熱中の息子

今年の夏はビックリするほど暑い日が続いた

せいか、息子も頻繁に体調を崩しています。

ＲＳウィルスやら、夏風邪やら、原因がよく

分からない発熱を繰り返し、私の「有給休暇」

は、あっと言う間に無くなってしまいました

(笑)。

私の職場は子育て中のママに非常に優しい会

社で、急な休みや早退も受け入れてくれます。

その上、｢頑張りすぎてママが倒れちゃわない

ようにね｣とか｢子どもは宝だから、みんなで大

事にしないとね｣と声を掛けてくれる人までい

ます。

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ってくれます。

第 13 話 発熱中の息子

今年の夏はビックリするほど暑い日が続いた

せいか、息子も頻繁に体調を崩しています。

ＲＳウィルスやら、夏風邪やら、原因がよく

分からない発熱を繰り返し、私の「有給休暇」

は、あっと言う間に無くなってしまいました

(笑)。

私の職場は子育て中のママに非常に優しい会

社で、急な休みや早退も受け入れてくれます。

その上、｢頑張りすぎてママが倒れちゃわない

ようにね｣とか｢子どもは宝だから、みんなで大

事にしないとね｣と声を掛けてくれる人までい

ます。

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

たただだ、、保保育育園園をを休休むむ息息子子ののほほううががごご機機嫌嫌ナナナナメメにに。。 

保保育育園園用用ののカカババンンををズズルルズズルルとと引引ききずずっってて玄玄関関ままでで行行きき、、玄玄関関ののドドアアをを指指ささししてて、、

｢｢んんーーんんーー！！((保保育育園園行行くくーー！！))｣｣ととアアピピーールルししててききまますす。。 

熱熱ががああるるかからら保保育育園園ににはは行行けけなないいここととをを伝伝ええるるとと、、泣泣いいてて怒怒っっててししままいいまますす。。 

 

保保育育園園にに行行きき始始めめたた頃頃はは泣泣いいててばばっっかかだだっったたののにに、、自自分分かからら行行ききたたががるるななんんてて、、

楽楽ししくく過過ごごししてていいるる証証拠拠ななんんだだななああとと嬉嬉ししくく感感じじてていいまますす。。 

保保育育園園大大好好ききなな息息子子ののたためめににもも、、息息子子のの体体調調管管理理ををししっっかかりりししててああげげななききゃゃななああ、、

とと改改めめてて思思ううママママででししたた。。                （（そそららママママ）） 

何何のの夢夢をを見見てていいるるののかかなな ？？ 

（（
手手
順順
）） 

１１
．．
スス
ママ
ホホ
にに
応応
じじ
てて

AA
PP
PP

スス
トト
アア
もも
しし
くく
はは

GG
oo
oo
gg
llee
PP
ll
aayy

スス
トト
アア
かか
らら
「「BB

ii
nngg

：：AA
II
&&GG
TT
PP
--44

とと

チチ
ャャ
ッッ
トト
」」
をを
イイ
ンン
スス
トト
ーー
ルル
しし
まま
すす
。。 

２２
．．
アア
ププ
リリ
をを
起起
動動
しし
中中
央央
下下
部部
にに
ああ
るる
チチ
ャャ
ッッ
トト

ボボ
タタ
ンン
をを
押押
しし
まま
すす
。。 

３３
．．
チチ
ャャ
ッッ
トト
画画
面面
にに
切切
替替
わわ
るる
のの
でで
ママ
イイ
クク
ボボ
タタ

ンン
のの
左左
にに
ああ
るる
撮撮
影影
ボボ
タタ
ンン
かか
らら
原原
画画
をを
撮撮
影影
しし
まま

すす
。。 

４４
．．
チチ
ャャ
ッッ
トト
欄欄
にに
「「
ここ
のの
イイ
ララ
スス
トト
をを
日日
本本
のの
アア

ニニ
メメ
風風
にに
描描
きき
直直
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
」」
とと
入入
力力
しし
まま
すす
。。 

５５
．．
しし
ばば
らら
くく
待待
つつ
とと
イイ
ララ
スス
トト
がが
生生
成成
ささ
れれ
まま
すす
。。 

ここ
んん
にに
ちち
はは
！！ 

先先
月月
号号
でで
ごご
紹紹
介介
しし
たた

BB
iinn
gg

をを
使使

っっ
たた
ＡＡ
ＩＩ
はは
パパ
ソソ
ココ
ンン
でで
楽楽
しし
むむ
もも
のの

でで
しし
たた
がが
、、
今今
月月
はは
スス
ママ
ホホ
アア
ププ
リリ
をを

ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

スス
ママ
ホホ
なな
らら
でで
はは
のの
操操
作作
もも
楽楽
しし
めめ

るる
のの
でで
オオ
スス
スス
メメ
でで
すす
よよ
。。 

例例
ええ
ばば
、、
紙紙
にに
書書
いい
たた
イイ
ララ
スス
トト
かか

らら
本本
格格
的的
なな
イイ
ララ
スス
トト
やや
写写
真真
にに
生生
成成

しし
てて
くく
れれ
るる
なな
んん
てて
事事
もも
でで
きき
てて
しし
まま

いい
まま
すす
！！ 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

（（ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院）） 

ススススママママホホホホででででもももも、、、、ＡＡＡＡＩＩＩＩをををを楽楽楽楽ししししももももうううう！！！！  第６回

ＰＰＰＰＣＣＣＣ・・・・ススススママママホホホホ  活活活活用用用用術術術術  技技あありり！！   

私私ででもも 

可可愛愛いいイイララスストトをを 

生生成成すするる事事がが出出来来ままししたた！！ 

ゆゆれれるる心心はは誰誰ににももととめめらられれなないい 
私私のの版版画画のの旅旅はは、、思思ええばばああままりりにに遠遠いい朔朔太太郎郎のの詩詩 

「「旅旅上上」」ののよよううにに 11997755 年年かかららつつづづいいてていいまますす。。 

本本展展はは灯灯りりをを扱扱っったた作作品品もも登登場場ししまますす。。 

スステテンンドドググララスス作作家家のの平平山山千千春春ととのの共共作作でですす。。 

すすべべててがが心心のの旅旅路路をを辿辿っってて生生ままれれたた作作品品群群でですす。。 

ぜぜひひごご高高覧覧くくだだささいい。。 



（3）
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、

先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第９９２２回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

そそれれっってて、、単単ななるる肩肩ここりりででははななくく 

『『痙痙性性斜斜頸頸』』とといいうう病病気気かかもも！！？？ 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一一一生生生生美美美美味味味味ししししくくくく食食食食事事事事ががががででででききききるるるるおおおお口口口口
のののの健健健健康康康康をををを提提提提供供供供ししししてててていいいいまままますすすす  

2244時時間間予予約約可可能能でですす 
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ここ
れれ
まま
でで
ママ
スス
クク
をを
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
多多
かか
っっ
たた
とと
思思

いい
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
はは
ママ
スス
クク
をを
外外
しし
てて
大大
きき
くく
口口
をを
開開
けけ

るる
準準
備備
はは
出出
来来
てて
いい
まま
すす
かか
？？ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
ここ
のの
度度
、、
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン

ググ
シシ
スス
テテ
ムム
をを
新新
たた
なな
方方
法法
にに
変変
更更
しし
まま
しし
たた
。。 

新新
しし
いい
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
はは
、、
歯歯
をを
強強
くく
しし
なな
がが
らら
白白
くく

すす
るる
、、
飲飲
食食
制制
限限
がが
なな
いい
等等
のの
ここ
れれ
まま
でで
とと
違違
っっ
たた
ホホ
ワワ
イイ

トト
ニニ
ンン
ググ
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし

たた
。。 大大

きき
なな
おお
口口
をを
開開
けけ
てて
素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
でで
笑笑
ええ
るる
よよ
うう
にに

精精
一一
杯杯
ササ
ポポ
ーー
トト
ささ
せせ
てて
もも
らら
いい
まま
すす
。。
是是
非非
、、
新新
しし
いい
ホホ

ワワ
イイ
トト
ンン
ググ
をを
体体
験験
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

。。 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

素素素素
敵敵敵敵
なななな
笑笑笑笑
顔顔顔顔
をををを
作作作作
りりりり
まままま
せせせせ
んんんん
かかかか
？？？？

ククリリニニッックク ３３つつのの特特長長

麻麻酔酔時時のの痛痛みみをを抑抑ええてていいまますす

治治療療方方法法のの説説明明はは分分かかりりややすすくく 

歯歯のの神神経経をを大大切切ににしし、、 
歯歯をを削削ららなないいよよううににししまますす

けけいいせせいい ししゃゃけけいい 

首首ここりり、、肩肩ここりりはは、、老老若若男男女女をを問問わわずず多多くくのの方方がが経経験験すするる

症症状状でですすがが、、ななかかななかか良良くくななららななららずず、、ママッッササーージジやや鍼鍼灸灸でで

のの施施術術、、整整形形外外科科ななどどででのの投投薬薬をを受受けけてていいるる方方ももいいるるののでではは

なないいででししょょううかか。。 

姿姿勢勢異異常常をを伴伴っったたりり、、姿姿勢勢はは正正常常ででもも首首をを動動かかししづづららいいなな

どどのの症症状状がが長長引引くく場場合合、、「「痙痙性性斜斜頸頸（（けけいいせせいい ししゃゃけけいい））」」

とといいうう病病気気がが潜潜んんででいいるるかかももししれれまませせんん。。 

今今回回はは、、ここのの痙痙性性斜斜頸頸とといいううああままりり聞聞きき慣慣れれなないい病病気気ににつつ

いいてて解解説説ししたたいいとと思思いいまますす。。 

「「痙痙性性斜斜頸頸（（けけいいせせいいししゃゃけけいい））」」はは、、首首やや肩肩周周囲囲

のの筋筋肉肉がが意意思思ととはは関関係係ななくく収収縮縮ししてて、、そそれれにによよっってて首首

がが曲曲ががっったたまままま（（首首曲曲ががりり症症、、首首下下ががりり症症））ととななっってて、、

頭頭・・首首・・肩肩がが不不自自然然なな姿姿勢勢をを示示ししててししままうう病病気気でですす。。 

専専門門的的ににはは、、筋筋肉肉がが異異常常収収縮縮すするるここととををジジスストトニニアア

（（筋筋緊緊張張異異常常））とと呼呼びび、、痙痙性性斜斜頸頸ははジジスストトニニアアがが首首やや

肩肩にに生生じじたたももののででああるるたためめ、、「「頸頸部部ジジスストトニニアア」」とともも

呼呼ばばれれまますす。。 

突突然然にに発発症症しし、、不不自自然然なな姿姿勢勢やや無無理理にに戻戻そそううととすするる

とと痛痛みみをを伴伴ううななどど、、精精神神的的ににもも辛辛いい思思いいをを強強いいらられれるる

ここととのの多多いい病病気気でですす。。患患者者層層はは主主にに３３００代代かからら５５００代代

でで、、ほほととんんどどがが５５００歳歳未未満満でで発発症症ししまますす。。 

海海外外でではは女女性性にに多多くく見見らられれまますすがが、、国国内内でではは、、男男性性

患患者者のの方方がが多多いいととさされれてていいまますす。。 

けけいいせせいい ししゃゃけけいい 

痙痙性性斜斜頸頸ととはは？？ 

痙痙
性性
斜斜
頸頸
のの
治治
療療 

内内
服服
治治
療療
、、
ボボ
ツツ
リリ
ヌヌ
スス
注注
射射
治治
療療
、、
手手
術術
治治
療療
なな
どど

がが
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
ずず
はは
、、
筋筋
弛弛
緩緩
薬薬
、、
抗抗
不不
安安
薬薬
、、
抗抗
てて

んん
かか
んん
薬薬
なな
どど
のの
内内
服服
治治
療療
をを
行行
いい
まま
すす
がが
、、
内内
服服
薬薬
のの

みみ
でで
はは
十十
分分
なな
改改
善善
がが
難難
しし
いい
ここ
とと
がが
多多
いい
たた
めめ
、、
最最
近近

はは
ボボ
ツツ
リリ
ヌヌ
スス
毒毒
素素
をを
緊緊
張張
しし
てて
いい
るる
筋筋
肉肉
にに
直直
接接
注注

射射
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
首首
やや
肩肩
周周
りり
のの
筋筋
肉肉
のの
緊緊
張張
をを
やや
わわ
らら

げげ
るる
ボボ
ツツ
リリ
ヌヌ
スス
注注
射射
治治
療療
がが
行行
わわ
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり

効効
果果
をを
上上
げげ
てて
いい
まま
すす
。。 

ボボ
ツツ
リリ
ヌヌ
スス
注注
射射
のの
治治
療療
効効
果果
はは
４４
〜〜
６６
カカ
月月
持持
続続

しし
、、
そそ
のの
後後
徐徐
々々
にに
効効
果果
がが
切切
れれ
てて
くく
るる
たた
めめ
、、
繰繰
りり
返返

しし
治治
療療
をを
行行
うう
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそ
のの
他他
にに
はは
、、
ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ーー
ドド
ババ
ッッ
クク
療療
法法
とと
いい
うう

首首
やや
肩肩
のの
位位
置置
をを
正正
常常
にに
保保
つつ
よよ
うう
にに
訓訓
練練
すす
るる
方方
法法

なな
どど
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
治治
療療
がが
無無
効効
のの
場場
合合
、、
手手
術術
治治
療療
をを
考考
慮慮
しし

まま
すす
。。
手手
術術
治治
療療
にに
はは
、、
異異
常常
なな
命命
令令
をを
出出
しし
てて
いい
るる
神神

経経
をを
一一
部部
切切
断断
しし
たた
りり
、、
脳脳
にに
電電
気気
刺刺
激激
をを
与与
ええ
たた
りり
すす

るる
方方
法法
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

痙痙
性性
斜斜
頸頸
のの
検検
査査
とと
診診
断断 

問問
診診
とと
神神
経経
学学
的的
診診
察察
がが
重重
要要
でで
すす
。。 

「「
ケケ
ガガ
なな
どど
にに
よよ
るる
症症
状状
でで
なな
いい
かか
」」「「
異異
常常
をを
感感
じじ

始始
めめ
たた
時時
期期
」」「「
スス
トト
レレ
スス
のの
度度
合合
いい
」」「「
一一
定定
のの
姿姿
勢勢
をを

長長
時時
間間
取取
るる
ここ
とと
がが
ああ
るる
かか
」」
なな
どど
をを
聞聞
きき
取取
りり
まま
すす
。。 

診診
察察
でで
「「
頭頭
部部
のの
異異
常常
なな
傾傾
きき
やや
動動
きき
はは
、、
いい
つつ
もも
一一

定定
のの
方方
向向
やや
パパ
タタ
ーー
ンン
をを
取取
るる
」」「「
歩歩
行行
時時
、、
洗洗
面面
時時
、、

食食
事事
中中
、、
人人
前前
でで
話話
すす
時時
なな
どど
、、
特特
定定
のの
動動
作作
やや
環環
境境
にに

おお
いい
てて
症症
状状
がが
一一
段段
とと
強強
くく
出出
るる
、、
まま
たた
はは
そそ
れれ
らら
のの
時時

だだ
けけ
症症
状状
がが
出出
るる
」」「「
起起
床床
後後
しし
ばば
らら
くく
のの
間間
はは
症症
状状
がが

軽軽
くく
なな
るる
」」
なな
どど
のの
特特
徴徴
がが
見見
らら
れれ
たた
場場
合合
にに
はは
、、
痙痙
性性

斜斜
頸頸
をを
強強
くく
疑疑
いい
まま
すす
。。 

そそ
のの
後後
、、
エエ
ッッ
クク
スス
線線
、、
ＣＣ
ＴＴ
、、
ＭＭ
ＲＲ
ＩＩ
なな
どど
のの
画画
像像

検検
査査
でで
首首
のの
状状
態態
をを
確確
認認
しし
たた
りり
、、
必必
要要
にに
応応
じじ
てて
筋筋
電電

図図
検検
査査
やや
血血
液液
検検
査査
なな
どど
をを
行行
いい
、、
他他
のの
病病
気気
をを
除除
外外
しし

てて
、、
診診
断断
をを
確確
定定
しし
まま
すす
。。 

痙痙
性性
斜斜
頸頸
のの
予予
防防 

有有
効効
的的
なな
予予
防防
法法
とと
しし
てて
はは
、、
同同
じじ
姿姿
勢勢
（（
特特
にに
無無
理理

なな
姿姿
勢勢
））
をを
長長
時時
間間
続続
けけ
なな
いい
ここ
とと
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
精精
神神
的的
なな
緊緊
張張
やや
過過
度度
のの
運運
動動
にに
よよ
りり
悪悪
化化
すす

るる
ここ
とと
がが
多多
いい
たた
めめ
、、
スス
トト
レレ
スス
をを
たた
めめ
ずず
十十
分分
なな
休休
養養

をを
心心
がが
けけ
るる
ここ
とと
、、
適適
度度
なな
気気
分分
転転
換換
をを
行行
うう
ここ
とと
もも
大大

切切
でで
すす
。。 

最最
後後
にに 

痙痙
性性
斜斜
頸頸
はは
、、
放放
置置
しし
てて
いい
るる
とと
悪悪
化化
しし
てて
しし
まま
うう
可可

能能
性性
がが
大大
きき
いい
病病
気気
でで
すす
。。 

たた
だだ
、、
初初
期期
段段
階階
でで
はは
肩肩
ここ
りり
やや
首首
のの
違違
和和
感感
をを
感感
じじ

るる
程程
度度
なな
のの
でで
痙痙
性性
斜斜
頸頸
だだ
とと
分分
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
もも
多多

いい
でで
すす
。。 

１１
カカ
月月
以以
上上
肩肩
ここ
りり
やや
首首
のの
違違
和和
感感
なな
どど
症症
状状
がが
長長

引引
くく
場場
合合
やや
、、
頭頭
がが
一一
方方
方方
向向
にに
だだ
けけ
回回
しし
にに
くく
いい
、、
動動

かか
しし
たた
時時
にに
痛痛
むむ
なな
どど
のの
症症
状状
がが
ああ
れれ
ばば
、、
まま
ずず
はは
脳脳
神神

経経
内内
科科
・・
脳脳
神神
経経
外外
科科
・・
整整
形形
外外
科科
なな
どど
をを
受受
診診
ささ
れれ
るる

とと
よよ
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

痙痙
性性
斜斜
頸頸
のの
症症
状状

痙痙性性斜斜頸頸をを発発症症すするるとと、、首首やや肩肩周周囲囲のの筋筋肉肉にに

強強いい収収縮縮やや緊緊張張をを生生じじ、、頭頭・・首首・・肩肩をを正正常常にに位位

置置すするるここととががででききななくくななりり、、曲曲ががっっててししままっったた

よよううににななりりまますす。。 

具具体体的的ににはは「「頭頭がが横横をを向向くく」」「「頭頭がが横横にに倒倒れれ

るる」」「「下下ああごごがが突突きき出出るる」」「「肩肩がが上上ががるる」」「「体体がが

横横ににねねじじれれるる」」ななどどのの症症状状ががみみらられれ、、ここれれらら症症

状状ががいいくくつつかか組組みみ合合わわささっったた形形でで出出現現ししまますす。。 

精精神神的的スストトレレススをを感感じじたたとときき、、極極度度のの緊緊張張やや

不不安安をを感感じじたたとときき、、頭頭やや肩肩ななどどのの疲疲れれががたたままっっ

たたととききななどど、、限限定定的的ななタタイイミミンンググでで症症状状がが出出現現

すするる（（症症状状がが強強くくななるる））とといいっったた特特徴徴ががあありりまま

すす。。ままたた、、肩肩ここりりやや筋筋肉肉のの張張りり、、首首やや肩肩のの違違和和

感感、、頭頭痛痛ななどどのの症症状状をを伴伴っったたりりししまますす。。症症状状発発

現現ののタタイイミミンンググやや症症状状のの程程度度はは患患者者ささんんにによよ

っっててままちちままちちででああるるたためめ、、軽軽症症のの場場合合ににはは痙痙性性

斜斜頸頸ととはは気気がが付付かかなないい場場合合ももあありりまますす。。 

痙痙性性斜斜頸頸のの症症状状 

痙痙性性斜斜頸頸はは、、脳脳のの内内部部ににああるる姿姿勢勢をを維維持持すするるシシスステテムムにに

何何ららかかのの変変調調（（脳脳機機能能障障害害））がが生生じじてて起起ここるるここととがが考考ええらら

れれてていいまますすがが、、ななぜぜ変変調調ををききたたすすかかににつついいててははままだだ解解明明ささ

れれてていいまませせんん。。 

そそのの多多くくはは、、明明ららかかなな原原因因ががななくく発発症症ししまますすがが、、脳脳性性まま

ひひやや抗抗精精神神病病薬薬のの影影響響でで発発症症すするる場場合合ががあありりまますす。。 

ままたた、、精精神神的的ななスストトレレススやや過過度度のの運運動動、、長長時時間間のの不不自自然然

なな姿姿勢勢にによよるる首首・・肩肩へへのの負負担担ななどどがが発発症症のの引引きき金金ににななるるここ

ととももあありりまますす。。 

痙痙性性斜斜頸頸のの原原因因 

前
略

猛
暑
だ
っ
た
今
年
の
夏
。

で
も
秋
は
、
す
ぐ
で
す
。

さ
て
、
広
告
を
出
し
て
い
た
だ
く
と
、

「
あ
の
新
聞
に
広
告
を
出
し
て
い
る

店
・
会
社
な
ん
だ
あ
」
と
読
者
に
認
知
さ

れ
る
「
効
果
」
は
あ
り
ま
す
。

広
告
を
出
し
て
、
商
売
に
は
ず
み
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

広
告
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

１１ココママ  99,,000000円円（（税税別別）） 



※※ 申申込込順順ででははあありりまませせんん。。状状況況にによよりり入入居居をを見見送送るる場場合合ががあありりまますす。。 

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室 
入入居居がが可可能能でですす。。 
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松松
園園
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三三
ツツ
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緑緑
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「「
薬薬
用用
成成
分分
」」
とと
しし
てて
はは
、、
虫虫
歯歯
予予
防防
にに
有有
効効

なな
成成
分分
、、
歯歯
茎茎
のの
炎炎
症症
にに
よよ
るる
出出
血血
をを
抑抑
制制
すす
るる

成成
分分
、、
知知
覚覚
過過
敏敏
をを
抑抑
ええ
るる
成成
分分
なな
どど
がが
ああ
りり
まま

すす
。。
少少
しし
詳詳
しし
くく
説説
明明
しし
まま
すす
。。 

・・
虫虫
歯歯
予予
防防
～～
歯歯
質質
のの
石石
灰灰
化化
のの
促促
進進
、、
耐耐
酸酸
性性

をを
高高
めめ
るる
のの
にに
有有
効効
なな
成成
分分
。。（（
フフ
ッッ
化化
ナナ
トト
リリ
ウウ

ムム
、、
モモ
ノノ
フフ
ルル
オオ
ロロ
リリ
ンン
酸酸
ナナ
トト
リリ
ウウ
ムム
）） 

・・
歯歯
周周
病病
予予
防防
～～
歯歯
茎茎
のの
炎炎
症症
にに
よよ
るる
出出
血血
をを
抑抑

制制
すす
るる
のの
にに
有有
効効
なな
成成
分分
。。（（
トト
ララ
ネネ
キキ
ササ
ムム
酸酸
、、

ププ
シシ
ロロ
ンン
アア
ミミ
ノノ
カカ
ププ
ロロ
ンン
酸酸
）） 

・・
歯歯
石石
のの
沈沈
着着
予予
防防
～～
歯歯
石石
形形
成成
のの
抑抑
制制
にに
有有
効効

なな
成成
分分
。。（（
ポポ
リリ
リリ
ンン
酸酸
ナナ
トト
リリ
ウウ
ムム
、、
ピピ
ロロ
リリ
ンン

酸酸
ナナ
トト
リリ
ウウ
ムム
）） 

・・
知知
覚覚
過過
敏敏
をを
抑抑
ええ
るる
～～
歯歯
髄髄
神神
経経
をを
刺刺
激激
しし
、、

しし
みみ
るる
症症
状状
がが
出出
るる
のの
をを
防防
ぐぐ
成成
分分
。。（（
乳乳
酸酸
アア
ルル

ミミ
ニニ
ウウ
ムム
、、
硝硝
酸酸
カカ
リリ
ウウ
ムム
）） 

そそ
のの
他他
にに
もも
、、
天天
然然
由由
来来
成成
分分
、、
オオ
ーー
ガガ
ニニ
ッッ

クク
成成
分分
がが
配配
合合
ささ
れれ
てて
いい
るる
もも
のの
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

今今
のの
悩悩
みみ
にに
ああ
っっ
たた
もも
のの
をを
選選
択択
しし
てて
下下
ささ
いい
。。 

虫虫
歯歯
予予
防防
、、
歯歯
周周
病病
予予
防防
、、
知知
覚覚
過過
敏敏
なな
どど
皆皆

様様
のの
症症
状状
にに
合合
っっ
たた
歯歯
磨磨
きき
粉粉
をを
選選
択択
しし
てて
、、
良良

いい
おお
口口
のの
中中
をを
作作
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

（（
ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之
）） 

皆皆
様様
はは
どど
んん
なな
歯歯
磨磨
きき
粉粉
をを
おお
使使
いい
でで
すす
かか
？？

何何
をを
基基
準準
にに
選選
んん
でで
いい
まま
すす
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

今今
回回
はは
、、
歯歯
磨磨
きき
粉粉
のの
成成
分分
にに
つつ
いい
てて
おお
話話
しし

しし
まま
すす
。。「「
歯歯
磨磨
きき
粉粉
のの
種種
類類
がが
多多
くく
てて
、、
どど
れれ
をを

使使
っっ
たた
らら
分分
かか
らら
なな
いい
」」
とと
よよ
くく
質質
問問
ささ
れれ
まま
すす
。。 

結結
論論
かか
らら
申申
しし
まま
すす
とと
、、
虫虫
歯歯
予予
防防
、、
歯歯
周周
病病

予予
防防
、、
知知
覚覚
過過
敏敏
なな
どど
、、
皆皆
様様
のの
おお
口口
のの
おお
悩悩
みみ

にに
よよ
っっ
てて
、、
使使
用用
すす
べべ
きき
歯歯
磨磨
きき
粉粉
はは
違違
っっ
てて
きき

まま
すす
。。 

歯歯
磨磨
きき
粉粉
にに
はは
様様
々々
なな
成成
分分
がが
含含
まま
れれ
てて
いい
まま

すす
。。「「
基基
本本
成成
分分
」」
とと
しし
てて
はは
、、
清清
掃掃
剤剤
、、
湿湿
潤潤
材材
、、

発発
泡泡
剤剤
、、
粘粘
結結
剤剤
、、
香香
味味
剤剤
、、
保保
存存
料料
なな
どど
。。 

 

中谷寛之先生

連
載 豆豆豆豆

知知知知
識識識識  

歯歯歯歯
のののの
健健健健
康康康康  

第第
88
回回 

 

歯歯
磨磨
きき
粉粉
のの
成成
分分

連
載載載載載載 「「

王王
のの
病病
気気
はは
怒怒
らら
せせ
れれ
ばば
治治
りり
まま
すす
。。」」 

文文
摯摯
（（
ぶぶ
んん
しし
））
はは
中中
国国
春春
秋秋
時時
代代
のの
宋宋
国国

のの
医医
者者
でで
すす
。。 

斉斉
国国
のの
王王
がが
重重
いい
病病
気気
にに
なな
っっ
たた
時時
、、
太太
子子

はは
宋宋
国国
にに
使使
いい
をを
出出
しし
てて
、、
名名
医医
のの
誉誉
れれ
高高
いい

文文
摯摯
をを
迎迎
ええ
まま
しし
たた
。。 

文文
摯摯
はは
王王
のの
診診
察察
をを
しし
てて
かか
らら
太太
子子
にに
言言

いい
まま
しし
たた
。。 

「「
王王
のの
病病
気気
はは
必必
ずず
治治
しし
てて
みみ
せせ
まま
すす
がが
、、

治治
っっ
たた
時時
にに
王王
はは
私私
をを
殺殺
すす
でで
しし
ょょ
うう
。。」」 

太太
子子
はは
驚驚
いい
てて
そそ
のの
理理
由由
をを
尋尋
ねね
るる
とと
、、
文文

摯摯
はは
答答
ええ
まま
しし
たた
。。 

「「
王王
のの
病病
気気
はは
激激
しし
くく
怒怒
らら
せせ
れれ
ばば
治治
りり

まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
王王
がが
怒怒
れれ
ばば
私私
をを
殺殺
すす
でで
しし

ょょ
うう
。。」」 

太太
子子
はは
文文
摯摯
にに
膝膝
をを
屈屈
しし
てて
懇懇
願願
しし
まま
しし

たた
。。
「「
私私
とと
母母
がが
必必
ずず
やや
文文
摯摯
様様
をを
おお
守守
りり
しし

まま
すす
のの
でで
、、
王王
のの
病病
気気
をを
治治
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。」」 

気気
のの
発発
散散
にに
よよ
るる
治治
療療
法法 

文文
摯摯
はは
太太
子子
のの
願願
いい
をを
聞聞
きき
入入
れれ
てて
、、
王王
のの

病病
気気
をを
治治
すす
ここ
とと
をを
誓誓
いい
まま
しし
たた
。。 

文文
摯摯
はは
治治
療療
すす
るる
ここ
とと
をを
約約
束束
しし
まま
しし
たた

がが
、、
ああ
らら
かか
じじ
めめ
伝伝
ええ
たた
治治
療療
のの
日日
にに
登登
城城
しし

まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。 

そそ
しし
てて
ここ
れれ
がが
三三
度度
繰繰
りり
返返
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

すす
でで
にに
王王
はは
怒怒
りり
心心
頭頭
でで
すす
。。 

やや
っっ
とと
登登
城城
しし
てて
、、
王王
のの
前前
にに
姿姿
をを
現現
しし
たた

文文
摯摯
はは
、、
ああ
ろろ
うう
ここ
とと
かか
王王
のの
ベベ
ッッ
ドド
のの
上上
にに

履履
物物
をを
脱脱
がが
ずず
にに
上上
がが
りり
込込
みみ
、、
平平
然然
とと
尋尋
ねね

まま
しし
たた
。。 

「「
ごご
気気
分分
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
」」 

文文
摯摯
のの
ああ
まま
りり
のの
無無
礼礼
にに
王王
のの
怒怒
りり
はは
頂頂
点点

にに
達達
しし
てて
爆爆
発発
しし
まま
しし
たた
。。 

そそ
しし
てて
そそ
のの
時時
、、
王王
のの
病病
気気
はは
治治
っっ
たた
のの
でで

すす
。。 しし

かか
しし
王王
のの
怒怒
りり
はは
収収
まま
らら
ずず
、、
太太
子子
とと
后后

のの
懸懸
命命
のの
嘆嘆
願願
もも
耳耳
にに
入入
らら
ずず
、、
文文
摯摯
はは
生生
きき

なな
がが
らら
釜釜
ゆゆ
でで
のの
刑刑
にに
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

文文
摯摯
はは
三三
日日
三三
晩晩
釜釜
ゆゆ
でで
にに
ささ
れれ
まま
しし
たた

がが
、、
なな
かか
なな
かか
死死
にに
まま
せせ
んん
。。
文文
摯摯
はは
王王
にに
向向

かか
っっ
てて
言言
いい
放放
ちち
まま
しし
たた
。。 

「「
本本
当当
にに
私私
をを
殺殺
すす
のの
なな
らら
、、
釜釜
にに
蓋蓋
をを
しし

たた
らら
よよ
かか
ろろ
うう
。。」」 

王王
はは
釜釜
にに
蓋蓋
をを
ささ
せせ
、、
文文
摯摯
はは
とと
うう
とと
うう
死死

にに
まま
しし
たた
。。 

文文
摯摯
はは
自自
らら
のの
死死
をを
もも
っっ
てて
王王
のの
命命
をを
救救

いい
、、
太太
子子
のの
孝孝
をを
全全
うう
ささ
せせ
たた
のの
でで
すす
。。 

 

ちち
なな
みみ
にに
斉斉
王王
をを
怒怒
らら
せせ
てて
病病
気気
をを
治治
しし
たた

のの
はは
、、
陰陰
陽陽
五五
行行
にに
基基
づづ
くく
気気
のの
発発
散散
にに
よよ
るる

治治
療療
法法
でで
しし
たた
。。
もも
ちち
ろろ
んん
現現
代代
でで
はは
ああ
りり
ええ

なな
いい
治治
療療
法法
でで
すす
。。 

第第 5588話話  中中国国名名医医伝伝 55（（文文摯摯編編）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐々木先生のひひととくくちちココララムム

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 
ぶぶんんしし 

第７９話     パパーーママととブブリリーーチチ 

以以前前、、縮縮毛毛矯矯正正ととブブリリーーチチににつついいてておお伝伝ええししままししたた

がが、、パパーーママのの質質問問ももあありりままししたたののででおお伝伝ええししまますす。。 

結結論論はは、、同同じじくく「「止止めめてておおききままししょょうう」」でですす。。 

基基本本的的にに、、ブブリリーーチチししたた髪髪のの毛毛ににパパーーママ（（スストトレレーートト

含含むむ））はは、、薬薬剤剤のの性性質質上上全全然然合合いいまませせんん。。 

ブブリリーーチチはは髪髪ののメメララニニンン色色素素だだけけででななくく、、たたんんぱぱくく質質

もも破破壊壊ししまますす。。 

そそううししたた髪髪のの毛毛ににパパーーママををかかけけるるとと、、ふふににゃゃふふににゃゃにに

ななるるだだけけでで、、カカーールルはは出出まませせんん。。 

カカララーーリリンンググのの明明るるささととダダメメーージジはは比比例例ししまますすののでで、、

ブブリリーーチチををすするる場場合合はは、、そそののああたたりりもも含含めめてて考考ええるるとと良良

いいでですすねね。。 

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

・・事事前前のの申申しし込込みみはは不不要要でですす。。当当日日のの体体調調にに合合わわせせててのの参参加加ももＯＯＫＫ！！ 

・・参参加加料料はは無無料料。。そそののううええ、、ゴゴーールルすするるととおおままけけもも頂頂けけたたりり…… 

気気軽軽ででううれれししいいウウォォーーキキンンググでですす。。 

「「本本格格的的ななウウォォーーキキンンググはは、、ハハーードドルルがが高高いい」」とと思思っってていいるる方方、、 

ゆゆるるっっとと楽楽ししくく始始めめててみみまませせんんかか？？ 

イイオオンンモモーールル ウウォォーーキキンンググにに参参加加ししててききままししたた！！ 

おお世世話話ににななっってていいるるカカルルチチャャーーセセンンタターーささんんかかららののおお話話

でで「「イイオオンンモモーールル ウウォォーーキキンンググ」」にに参参加加ししててききままししたた。。 

ここのの日日のの参参加加者者はは 1155名名ほほどど。。１１階階かからら３３階階ままででフフロロアアをを

ググルルっっとと歩歩ききまますす。。昇昇りり降降りりはは、、ももちちろろんん階階段段。。３３階階ままでで

行行くくとと水水分分補補給給ししてて一一息息つつききまますす。。ひひろろ～～いい売売場場ののイイオオンン

ななららででははののウウォォーーキキンンググ、、結結構構なな距距離離をを歩歩くくここととににななりりまま

すすがが、、ずずららーーっっとと並並んんだだおお店店のの前前をを歩歩くくののでで楽楽ししくく歩歩けけまま

すす！！ おお天天気気をを気気ににすするるここととももなないいののでで、、年年中中安安心心。。 

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さん
のダンスにまつわるコラムです。

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話  

））
第第 5599話話  ゆゆゆゆるるるる～～～～いいいい  楽楽楽楽しししし～～～～いいいい  ウウウウォォォォーーーーキキキキンンンンググググ 

時時間間 1100::1155～～1111::0000 

場場所所 イイオオンンモモーールル専専門門店店街街 11FF 

セセンンタターーココーートト集集合合（（1100::1155にに）） 

毎毎月月第第 22・・第第 33水水曜曜日日 開開催催 

ダダンンススででココミミュュニニケケーーシショョンン 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  開開開開催催催催中中中中  ！！！！  

初初心心者者ココーースス （（ 火火 ）） 1188::0000 ～～ 又又はは（（ 金金 ））1111::0000 ～～ 11回回 5555分分 

（（ ななののりりのの杜杜 ユユニニッットトススペペーースス ）） 

利利用用料料金金ににつついいてて 

・・入入居居一一時時金金ななどどはは必必要要あありりまませせんん。。 
・・収収入入・・介介護護度度にによよっってて料料金金がが異異ななりりまますす。。 
（（ 例例：：介介護護度度４４、、所所得得段段階階２２のの場場合合、、月月額額 約約 6688,,000000円円 ）） 
※※詳詳ししいい内内容容・・料料金金はは、、おお問問合合せせくくだだささいい。。 

職員急募

入入居居相相談談はは  ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

私私たたちちままでで

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

入入居居申申込込書書はは 

ホホーームムペペーージジかからら 

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、 
ごご相相談談下下ささいい。。 

 入入居居者者募募集集中中 

ななななののののりりりりのののの杜杜杜杜・・・・里里里里のののの特特特特徴徴徴徴  
介介護護福福祉祉士士９９割割 
専専門門性性のの高高いいケケアア 

「「2244時時間間シシーートト」」にに 
基基づづいいたた個個別別ケケアア 

見見学学大大歓歓迎迎！！ 
おお気気軽軽にに連連絡絡くくだだささいい。。 

・・介介護護福福祉祉士士 優優遇遇 

・・経経験験者者 歓歓迎迎 

介介護護 
・・掃掃除除洗洗濯濯等等のの業業務務

（（未未経経験験者者 歓歓迎迎）） 

介介護護 
補補助助 

・・夜夜勤勤ななしし 

・・短短時時間間もも可可 

看看護護 

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

メール、ファックスでのみの受付です。

→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

１１ココママ  99,,000000円円（（税税別別）） 

これが、1コマ広告枠です。

寄寄付付ののおお願願いい 

寄寄付付金金額額はは、、いいくくららででももよよいいでですす。。 

郵郵便便局局かからら、、 
ごご送送金金ををおお願願いいししまますす。。 

１１００２２７７５５００８８

１１ 

１１８８３３７７００ 

NNPPOO法法人人 いいわわてて 

地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

ごご寄寄付付金金額額 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

第第 9955話話  足足洗洗いいママッットト 

子子どどももっってて、、小小・・中中学学校校ああたたりりでで足足がが異異常常にに臭臭いいまませせんんかか？？ 
ううちちのの子子供供たたちちもも、、中中学学校校のの頃頃ににはは靴靴をを洗洗っっててもも 
靴靴下下をを新新ししくくししててもも、、どどーーややっっててもも臭臭かかっったた～～！！ 
「「男男のの子子」」だだかかららななののだだろろううとと思思っってていいたたののでですすがが、、 
下下のの娘娘小小学学 44 年年生生。。 
ななんんかか異異常常にに足足がが臭臭ううよよううににななっっててききてて、、 
女女のの子子もも例例外外ででははなないいののかか・・・・・・とと。。 
ささすすががにに、、「「女女のの子子」」のの足足がが臭臭いいののははダダメメだだろろうう、、とと思思っってていいたたととこころろ、、百百円円シショョッッ

ププ大大好好ききのの旦旦那那がが「「ここれれどどううかかなな？？」」とと買買っっててききたたののがが足足洗洗いいママッットト！！ここんんななののででどど
ううににかかななるるわわけけ・・・・・・とと心心のの中中でで正正直直思思っってていいたた私私でですすがが、、せせっっかかくく買買っっててききたたののにに
申申しし訳訳なないいとと、、娘娘にに洗洗ううよよううにに言言いいままししてて使使っっててみみままししたた。。そそししたたらら、、ななんんとと！！ 
たたっったた１１回回でで匂匂いいががししなないい！！ 使使いい方方はは簡簡単単。。ママッットトににボボデディィソソーーププをを数数滴滴たたららしし、、足足
でで泡泡立立ててななががららママッットトのの上上でで足足ををゴゴシシゴゴシシ。。ううそそででししょょ～～！！！！ 
ごごめめんんよよ旦旦那那 ((>>__<<)) 私私ががババカカででししたた ((>>__<<)) 毎毎日日洗洗っってていいるるつつももりりででもも、、洗洗いい

ききれれててなないいとといいううここととななんんででししょょううねね。。今今困困っってていいるるおお母母ささんん。。是是非非おおたためめししああれれ！！

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

連連載載 

高前田 博子さんの 「想い出エッセー」
第３３話 虚像

高前田 博子さんの 「想い出エッセー」
第３３話 虚像

「「
ぼぼ
やや
ぼぼ
やや
しし
てて
いい
るる
とと
……
」」 

ああ
のの
女女
性性
にに
、、
とと
まま
でで
はは
言言
ええ
なな
かか
っっ
たた
。。 

「「
うう
うう
んん
……
」」 

トト
ミミ
にに
しし
てて
はは
煮煮
ええ
切切
らら
なな
いい
返返
事事
だだ
っっ
たた
。。
彼彼
女女
のの
休休
日日
にに

何何
度度
かか
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
にに
座座
っっ
たた
女女
性性
がが
、、
橘橘
とと
怪怪
しし
いい
、、
とと
はは
私私

のの
思思
いい
過過
ごご
しし
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。 

気気
のの
強強
いい
トト
ミミ
にに
しし
てて
はは
弱弱
気気
だだ
。。
伏伏
しし
目目
にに
私私
をを
見見
たた
。。 

「「
うう
すす
うう
すす
感感
づづ
いい
てて
はは
いい
たた
のの
」」 

いい
きき
なな
りり
、、
橘橘
とと
ドド
ララ
イイ
ブブ
にに
行行
っっ
たた
時時
のの
話話
をを
問問
わわ
ずず
語語
りり

にに
語語
っっ
たた
。。 

彼彼
のの
車車
はは
真真
っっ
赤赤
なな
ホホ
ンン
ダダ
のの
クク
ーー
ペペ
でで
、、
何何
度度
目目
かか
のの
時時
だだ

っっ
たた
。。 

助助
手手
席席
のの
床床
にに
落落
とと
しし
たた
チチ
ュュ
ーー
イイ
ンン
ガガ
ムム
をを
拾拾
うう
為為
にに
手手
をを

伸伸
ばば
しし
たた
。。
何何
かか
がが
手手
にに
当当
たた
っっ
たた
。。
取取
りり
出出
しし
てて
みみ
るる
とと
、、
小小

ささ
なな
ウウ
ルル
トト
ララ
ママ
ンン
のの
人人
形形
だだ
っっ
たた
。。 

「「
シシ
ュュ
ワワ
ッッ
チチ
」」 

腕腕
をを
交交
差差
しし
てて
ババ
ッッ
テテ
ンン
をを
しし
てて
いい
るる
。。
彼彼
のの
子子
供供
のの
物物
でで
なな

くく
、、
甥甥
のの
物物
とと
思思
っっ
たた
。。
いい
やや
、、
思思
いい
たた
かか
っっ
たた
。。
つつ
いい
にに
彼彼
女女

はは
告告
白白
しし
たた
。。 

「「
私私
がが
休休
みみ
のの
日日
、、
店店
にに
来来
たた
女女
性性
はは
、、
橘橘
のの
奥奥
ささ
んん
よよ
。。
そそ

のの
時時
、、
彼彼
とと
私私
はは
会会
っっ
てて
いい
たた
かか
らら
」」 

「「
ええ
っっ
。。
彼彼
っっ
てて
独独
身身
じじ
ゃゃ
なな
かか
っっ
たた
のの
？？
だだ
っっ
たた
らら
、、
彼彼
女女

とと
一一
緒緒
にに
店店
にに
来来
るる
男男
性性
はは
？？
」」 

「「
奥奥
ささ
んん
のの
同同
級級
生生
だだ
っっ
てて
。。
私私
のの
ここ
とと
でで
相相
談談
しし
てて
いい
たた
らら

しし
いい
のの
。。
自自
分分
をを
棚棚
にに
上上
げげ
てて
、、
彼彼
、、
心心
配配
げげ
なな
様様
子子
よよ
。。『『
最最
近近
、、

女女
房房
のの
ヤヤ
ツツ
、、
妙妙
にに
色色
っっ
ぽぽ
くく
なな
っっ
たた
』』
っっ
てて
」」 

中中
肉肉
中中
背背
でで
、、
仕仕
立立
てて
のの
良良
いい
ブブ
レレ
ザザ
ーー
姿姿
だだ
っっ
たた
。。
知知
的的
なな

感感
じじ
がが
しし
たた
。。 

何何
日日
かか
しし
たた
夜夜
、、
スス
ーー
パパ
ーー
でで
橘橘
とと
一一
緒緒
だだ
っっ
たた
女女
性性
がが
酒酒
場場

にに
来来
たた
。。
そそ
のの
時時
はは
ササ
ンン
ダダ
ルル
をを
つつ
っっ
かか
けけ
てて
いい
たた
がが
、、
そそ
のの
夜夜

はは
スス
ーー
ツツ
にに
ハハ
イイ
ヒヒ
ーー
ルル
とと
気気
取取
っっ
てて
いい
たた
。。
ババ
ッッ
チチ
リリ
とと
メメ
ーー

クク
をを
ほほ
どど
ここ
しし
てて
いい
たた
。。
連連
れれ
のの
男男
性性
とと
私私
のの
前前
にに
座座
っっ
たた
。。
オオ

ーー
ダダ
ーー
もも
しし
なな
いい
でで
開開
口口
一一
番番
にに 

 

「「
若若
いい
女女
性性
がが
多多
いい
のの
ねね
。。
ここ
れれ
でで
全全
員員
？？
」」 

 

まま
るる
でで
、、
トト
ミミ
をを
捜捜
すす
よよ
うう
にに
店店
中中
をを
見見
渡渡
しし
たた
。。 

「「
いい
いい
ええ
。。
休休
みみ
のの
者者
もも
数数
人人
おお
りり
まま
すす
。。
おお
客客
様様
ここ
そそ
、、
おお
若若

いい
しし
。。
ソソ
ババ
ーー
ジジ
ュュ
がが
スス
テテ
キキ
でで
すす
。。
ここ
のの
店店
にに
知知
りり
合合
いい
でで
もも

……
」」 

 

そそ
のの
後後
、、
女女
性性
はは
何何
度度
かか
、、
同同
年年
代代
のの
男男
とと
連連
れれ
だだ
っっ
てて
来来
てて

ググ
ララ
スス
をを
重重
ねね
たた
。。
偶偶
然然
かか
、、
いい
つつ
もも
トト
ミミ
のの
休休
日日
だだ
っっ
たた
。。 

 

次次
のの
日日
、、
私私
はは
又又
、、
女女
性性
のの
ここ
とと
でで
トト
ミミ
をを
つつ
つつ
いい
たた
。。 

 

「「
ああ
なな
たた
にに
会会
いい
たた
いい
みみ
たた
いい
よよ
。。
私私
のの
思思
いい
過過
ごご
しし
かか
もも
しし

れれ
なな
いい
けけ
どど
」」 

 

「「
何何
かか
私私
のの
ここ
とと
をを
聞聞
いい
てて
いい
たた
？？
」」 

 

今今
度度
はは
、、
ささ
すす
がが
にに
トト
ミミ
もも
気気
にに
なな
るる
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。
女女
性性
のの

様様
子子
をを
聞聞
いい
てて
きき
たた
。。 

 

「「
どど
んん
なな
女女
性性
だだ
っっ
たた
。。
美美
人人
？？
」」 

 

今今
まま
でで
強強
気気
でで
平平
然然
とと
しし
てて
いい
たた
のの
にに
女女
性性
をを
気気
にに
しし
だだ
しし
たた

トト
ミミ
がが
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
可可
愛愛
想想
にに
なな
っっ
てて
きき
たた
。。 

 

「「
彼彼
とと
うう
まま
くく
行行
っっ
てて
いい
るる
んん
でで
しし
ょょ
。。
早早
くく
結結
婚婚
しし
たた
ほほ
うう

がが
いい
いい
んん
じじ
ゃゃ
なな
いい
」」 

 

真真
面面
目目
でで
優優
しし
そそ
うう
なな
人人
じじ
ゃゃ
なな
いい
。。
職職
業業
はは
、、
とと
矢矢
継継
ぎぎ
早早

にに
私私
はは
尋尋
ねね
たた
。。 

「「
トト
ミミ
、、
彼彼
とと
うう
まま
くく
いい
っっ
てて
いい
るる
のの
。。
気気
をを
つつ
けけ
たた
ほほ
うう
がが

いい
いい
よよ
。。
どど
うう
やや
らら
女女
がが
いい
るる
みみ
たた
いい
よよ
。。
ちち
ょょ
っっ
とと
気気
にに
なな
るる

ここ
とと
がが
ああ
っっ
てて
」」 

ココ
ンン
パパ
とと
いい
うう
酒酒
場場
でで
、、
同同
僚僚
のの
トト
ミミ
にに
私私
はは
余余
計計
なな
忠忠
告告
をを

しし
たた
。。
悪悪
気気
はは
無無
くく
、、
彼彼
女女
をを
思思
っっ
てて
のの
ここ
とと
だだ
っっ
たた
。。 

彼彼
女女
はは
小小
柄柄
でで
、、
ええ
くく
ぼぼ
がが
可可
愛愛
いい
。。
売売
上上
ナナ
ンン
ババ
ーー
ワワ
ンン
のの

女女
性性
だだ
。。
客客
のの
目目
にに
入入
らら
なな
いい
場場
所所
にに
ボボ
トト
ルル
キキ
ーー
ププ
のの
売売
上上
げげ

のの
棒棒
ググ
ララ
フフ
がが
張張
らら
れれ
てて
いい
たた
。。
私私
のの
言言
葉葉
にに
動動
ぜぜ
ずず
、、
くく
りり
っっ

とと
しし
たた
目目
がが
ふふ
とと
笑笑
っっ
たた
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
。。
相相
手手
のの
女女
性性
にに
つつ
いい
てて

もも
、、
私私
にに
尋尋
ねね
るる
ここ
とと
もも
なな
くく
無無
関関
心心
をを
装装
っっ
たた
。。 

 

相相
手手
のの
女女
性性
はは
、、
トト
ミミ
とと
付付
きき
合合
っっ
てて
いい
るる
橘橘
（（
たた
ちち
ばば
なな
））

とと
親親
しし
げげ
にに
スス
ーー
パパ
ーー
でで
買買
いい
物物
をを
しし
てて
いい
たた
とと
いい
うう
のの
にに
。。
私私

はは
気気
がが
気気
でで
なな
かか
っっ
たた
。。 

橘橘
はは
、、
店店
にに
来来
るる
とと
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
隅隅
っっ
ここ
でで
ちち
ょょ
びび
ちち
ょょ
ぴぴ

とと
水水
割割
りり
のの
ググ
ララ
スス
をを
傾傾
けけ
てて
いい
るる
。。
ニニ
ッッ
カカ
のの
ＧＧ
アア
ンン
ドド
ＧＧ
をを

ボボ
トト
ルル
キキ
ーー
ププ
しし
てて
いい
たた
。。
思思
うう
にに
、、
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
真真
んん
中中
にに

偉偉
そそ
うう
にに
鎮鎮
座座
しし
てて
いい
るる
男男
性性
はは
、、
だだ
いい
たた
いい
本本
命命
でで
はは
なな
いい
。。 

橘橘
はは
眉眉
がが
濃濃
くく
涼涼
しし
げげ
なな
目目
をを
しし
てて
いい
たた
。。 

高高前前田田 博博子子ささんん 
 

『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

盛岡市緑が丘 3-19-12 伊藤ビル 1 階 B
019-601-6953 定休日 土日祝日他店頭、ｲﾝｽﾀに

掲載。営業時間 12：00～18：00（完売次第閉店）

こっぺぱん専門店、ふふわわここっっぺぺ盛盛岡岡店店です
おかず系、おやつ系、あげこっぺ等
Wolt での注文も承っております。 当

店

当

P
山

や

ま

松松園園方方面面 

山留さん

マルイチさん

ふふわわここっっぺぺ 

人人
間間
（（
じじ
んん
かか
んん
））
はは
「「
世世
のの
中中
」」
のの
意意
味味
。。
「「
塞塞
翁翁
（（
ささ

いい
おお
うう
））
がが
馬馬
」」
はは
、、
「「
砦砦
にに
住住
むむ
老老
人人
のの
馬馬
」」
のの
ここ
とと
。。
中中

国国
、、
「「
前前
漢漢
」」
のの
学学
者者
でで
ああ
るる
劉劉
安安
（（
りり
ゅゅ
うう
ああ
んん
））
編編
のの
思思

想想
書書
『『
淮淮
南南
子子
（（
ええ
なな
んん
じじ
））
』』
にに
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
「「
塞塞
翁翁
」」

のの
逸逸
話話
にに
由由
来来
しし
まま
すす
。。 

中中
国国
のの
北北
方方
にに
はは
良良
いい
馬馬
がが
多多
くく
、、
高高
くく
売売
れれ
たた
。。
ああ
るる
時時
、、

老老
人人
のの
飼飼
っっ
てて
いい
るる
馬馬
がが
北北
方方
にに
逃逃
げげ
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、
逃逃
げげ

たた
馬馬
がが
良良
いい
馬馬
をを
たた
くく
ささ
んん
連連
れれ
てて
戻戻
っっ
てて
来来
たた
。。
そそ
のの
後後
、、

老老
人人
のの
息息
子子
がが
良良
馬馬
かか
らら
落落
ちち
てて
足足
をを
骨骨
折折
しし
たた
。。
近近
所所
のの
人人

たた
ちち
がが
なな
ぐぐ
ささ
めめ
るる
とと
、、
老老
人人
はは
「「
ここ
のの
ここ
とと
がが
幸幸
福福
にに
なな
らら

なな
いい
とと
もも
限限
らら
なな
いい
」」
とと
言言
っっ
たた
。。
ほほ
どど
なな
くく
しし
てて
、、
北北
方方
のの

国国
かか
らら
異異
民民
族族
がが
城城
塞塞
をを
襲襲
撃撃
しし
てて
きき
たた
。。
若若
者者
のの
多多
くく
はは
戦戦

いい
でで
死死
んん
だだ
がが
、、
老老
人人
のの
息息
子子
はは
、、
落落
馬馬
でで
足足
をを
骨骨
折折
しし
てて
いい

たた
たた
めめ
戦戦
争争
にに
行行
かか
ずず
にに
済済
みみ
、、
無無
事事
だだ
っっ
たた
。。 

転転
じじ
てて
、、
ここ
のの
話話
のの
よよ
うう
にに
、、
世世
のの
中中
はは
万万
事事
がが
、、
吉吉
とと
凶凶

のの
いい
ずず
れれ
にに
もも
転転
ぶぶ
。。
安安
易易
にに
一一
喜喜
一一
憂憂
しし
てて
はは
いい
けけ
なな
いい
とと

いい
うう
戒戒
めめ
でで
すす
。。 

「「
人人
間間
」」
のの
読読
みみ
方方
、、
年年
配配
のの
人人
はは
、、
「「
じじ
んん
かか
んん
」」
がが
正正

しし
いい
とと
強強
調調
すす
るる
ここ
とと
でで
しし
よよ
うう
。。
とと
ここ
ろろ
がが
時時
代代
はは
変変
わわ
るる

もも
のの
でで
すす
。。
今今
のの
辞辞
書書
にに
はは
、、
大大
抵抵
、、
「「
にに
んん
げげ
んん
」」
とと
記記
載載

しし
てて
ああ
るる
とと
ネネ
ッッ
トト
かか
らら
散散
見見
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

いい
ずず
れれ
にに
しし
てて
もも
、、
「「
いい
つつ
、、
なな
んん
どど
きき
何何
がが
起起
ここ
るる
かか
分分

かか
らら
なな
いい
」」
とと
しし
てて
、、
一一
番番
大大
事事
なな
事事
とと
はは
、、
一一
体体
何何
かか
？？ 

そそ
れれ
はは
、、
自自
分分
のの
「「
目目
標標
」」
＝＝
「「
天天
職職
」」
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの  

第第
88
回回 

人人

間間

万万

事事 

塞塞
翁翁
がが
馬馬 ははりり灸灸  ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

おおおお店店店店ののののこここことととと、、、、  

ここここのののの新新新新聞聞聞聞でででで紹紹紹紹介介介介ししししててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか  ？？？？  

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで

iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

33ココママ広広告告 ・・11ココママ  99,,000000円円・・税税別別 

・・22ココママ 1188,,000000円円・・税税別別 

・・33ココママ 2277,,000000円円・・税税別別 

・・55ココママ 4455,,000000円円・・税税別別 11ココママ広広告告 

ベベルルフフままつつぞぞのの 
電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 
午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

他他にに、、黒黒石石野野・・松松園園・・桜桜台台ココーースス等等ががあありりまますす。。 
→→ hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料）） 
ががあありりまますす！！

夢夢ののよよううなな購購買買ススタタイイルル 
「「無無料料おお買買いい物物ババスス」」でで店店にに来来てて、、買買いい物物。。 
ササーービビススカカウウンンタターーでで「「荷荷物物ををここここままでで配配達達ししてて」」とと。。 
手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 
少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 ベベルルフフままつつぞぞのの 

電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 
午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

滝沢在住の小坂富男さんの写真連載 丘丘のの上上のの 神神神神写写真真（（ 99））

「「朝朝涼涼」」（（ＣＣ）） 

（（
映映
画画
のの
背背
景景
）） 

最最
後後
のの
イイ
ンン
ググ
ララ
ンン
ドド
王王
・・
リリ
チチ
ャャ

ーー
ドド
３３
世世
はは
不不
遇遇
のの
王王
だだ
。。 

シシ
ェェ
イイ
クク
スス
ピピ
アア
にに
よよ
っっ
てて
もも
「「
冷冷

酷酷
非非
情情
のの
王王
」」
とと
ささ
れれ
たた
。。
実実
際際
はは
、、

極極
悪悪
人人
でで
はは
なな
くく
、、
ヘヘ
ンン
リリ
ーー
７７
世世
がが

リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド
３３
世世
のの
王王
位位
をを
剥剥
奪奪
しし
たた

らら
しし
いい
。。 

そそ
のの
史史
実実
をを
探探
求求
すす
るる
女女
性性
をを
描描
くく

実実
話話
がが
映映
画画
化化
ささ
れれ
たた
。。 

歴歴
史史
のの
闇闇
にに
埋埋
もも
れれ
たた
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド

３３
世世
をを
掘掘
りり
当当
てて
てて
、、
彼彼
のの
汚汚
名名
をを
注注

ごご
うう
とと
すす
るる
主主
婦婦
のの
行行
動動
にに
焦焦
点点
をを
当当

てて
たた
作作
品品
。。 

リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド
３３
世世
のの
墓墓
はは
不不
明明
だだ
っっ

たた
がが
、、
レレ
スス
タタ
ーー
とと
いい
うう
地地
にに
ああ
っっ
たた

ここ
とと
がが
庶庶
民民
女女
性性
のの
調調
査査
でで
判判
明明
しし
、、

２２
００
１１
５５
年年
にに
はは
エエ
リリ
ザザ
ベベ
スス
かか
らら
勲勲

章章
をを
授授
かか
るる
ここ
とと
にに
。。 

シネマ＋寝まる＝「シネマる」とは、映画・ＤＶＤ

をくつろいで観ることです。編集室の造語です。

（（
ああ
らら
すす
じじ
）） 

五五
百百
年年
にに
わわ
たた
りり
行行
方方
不不
明明
だだ
っっ
たた

英英
国国
王王
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド
３３
世世
のの
遺遺
骨骨
をを
発発

見見
すす
るる
主主
婦婦
のの
実実
話話
をを
描描
くく
ドド
ララ
ママ
。。 

主主
人人
公公
のの
主主
婦婦
はは
、、
職職
場場
のの
上上
司司
かか

らら
理理
不不
尽尽
なな
評評
価価
をを
受受
けけ
るる
がが
、、
別別
居居

中中
のの
夫夫
かか
らら
生生
活活
費費
のの
たた
めめ
仕仕
事事
をを
続続

けけ
るる
よよ
うう
促促
ささ
れれ
苦苦
悩悩
のの
日日
々々
をを
過過
ごご

しし
てて
いい
たた
。。
ああ
るる
日日
、、
シシ
ェェ
イイ
クク
スス
ピピ

アア
劇劇
「「
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド
３３
世世
」」
をを
鑑鑑
賞賞
しし

たた
主主
人人
公公
はは
、、
悪悪
名名
高高
きき
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド

３３
世世
もも
、、
実実
際際
はは
自自
分分
とと
同同
じじ
よよ
うう
にに

不不
当当
にに
扱扱
わわ
れれ
てて
きき
たた
のの
でで
はは
なな
いい
かか

とと
疑疑
問問
をを
抱抱
くく
。。
１１
４４
８８
５５
年年
にに
死死
亡亡

しし
たた
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド
３３
世世
のの
遺遺
骨骨
はは
近近
くく

のの
川川
にに
投投
げげ
込込
まま
れれ
たた
とと
長長
らら
くく
考考
ええ

らら
れれ
てて
きき
たた
がが
、、
そそ
のの
真真
のの
姿姿
をを
求求
めめ

てて
、、
歴歴
史史
研研
究究
にに
没没
頭頭
しし
てて
いい
くく
――
――
。。 

httppss:://ccuullttuurree--ppuubb..jjpp//lloossttkkiinngg//

イイギギリリスス映映画画・・110088分分 

劇劇場場公公開開：：22002233年年 99月月 2222日日 

ロロロロスススストトトト  キキキキンンンンググググ 

スステテキキなな映映画画ををごご紹紹介介ししまますす！！ 

シシェェイイククススピピアアのの演演劇劇「「リリチチャャ

ーードド３３世世」」のの演演劇劇でではは、、悪悪名名高高きき

王王ととししてて描描かかれれるる。。ととこころろがが・・・・・・

（（
映映
画画
公公
開開
のの
情情
報報
）） 

持持
病病
持持
ちち
でで
２２
児児
のの
母母
でで
もも
ああ
るる
アア
ママ

チチ
ュュ
アア
歴歴
史史
家家
のの
主主
婦婦
がが
、、
リリ
チチ
ャャ
ーー
ドド

３３
世世
のの
死死
をを
解解
明明
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
物物
語語
。。 

自自
分分
のの
直直
感感
をを
信信
じじ
てて
突突
きき
進進
みみ
、、
格格

式式
ばば
っっ
たた
学学
者者
たた
ちち
のの
権権
威威
主主
義義
をを
前前
にに

奮奮
闘闘
すす
るる
……
。。
いい
いい
ねね
！！ 

 

（（
いい
くく
つつ
かか
のの
映映
画画
レレ
ビビ
ュュ
ーー
ササ
イイ
トト 

をを
参参
考考
にに
しし
まま
しし
たた
。。   

編編
集集
室室 

）） 

第11回 

555500000000年年年年越越越越ししししのののの運運運運命命命命 h

シシネネママ 
ｃｃｃｉｉｉｎｎｎｅｅｅｍｍｍａａａるるる べべしし！！ 

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。

ああのの手手ここのの手手のの、、複複数数対対策策！！ 

防防
犯犯
のの
面面
でで
はは
、、
不不
審審
なな
電電
話話
をを
『『
とと
らら
なな
いい
』』
・・
『『
とと
らら
せせ

なな
いい
』』
たた
めめ
にに
、、『『
迷迷
惑惑
電電
話話
防防
止止
対対
策策
』』
機機
能能
をを
搭搭
載載
しし
てて
いい

まま
すす
。。
電電
話話
のの
ココ
ーー
ルル
音音
がが
鳴鳴
るる
前前
にに
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
でで
迷迷
惑惑
電電
話話

のの
相相
手手
をを
遮遮
断断
すす
るる
、、
着着
信信
中中
なな
らら
注注
意意
喚喚
起起
をを
促促
すす
、、
電電
話話
にに

でで
たた
とと
しし
てて
もも
通通
話話
をを
自自
動動
録録
音音
すす
るる
……
なな
どど
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
段段

階階
でで
迷迷
惑惑
電電
話話
をを
遮遮
断断
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
複複
数数
対対
策策
がが
とと
らら
れれ
てて
いい

まま
すす
。。 

意意
外外
とと
知知
らら
れれ
てて
いい
なな
いい
のの
がが
、、NN

TT
TT

東東
日日
本本
でで
はは77

00

歳歳
以以

上上
のの
契契
約約
者者
、、
ああ
るる
いい
はは77

00

歳歳
以以
上上
のの
同同
居居
者者
がが
いい
るる
場場
合合
、、

申申
しし
込込
みみ
手手
続続
きき
をを
すす
るる
とと
ナナ
ンン
ババ
ーー
・・
デデ
ィィ
スス
ププ
レレ
イイ
のの
月月
額額

利利
用用
料料
がが
無無
料料
にに
なな
るる
事事
でで
すす
。。 

ナナ
ンン
ババ
ーー
・・
デデ
ィィ
スス
ププ
レレ
イイ
対対
応応
のの
電電
話話
機機
はは
相相
手手
のの
電電
話話

番番
号号
をを
表表
示示
すす
るる
のの
でで
、、
受受
話話
器器
をを
取取
るる
前前
にに
、、
知知
らら
なな
いい
番番

号号
やや
非非
通通
知知
なな
どど
をを
チチ
ェェ
ッッ
クク
でで
きき
まま
すす
。。
シシ
ニニ
アア
のの
防防
犯犯
対対

策策
とと
しし
てて
、、
今今
年年
のの
春春
かか
らら
無無
償償
化化
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
詳詳
しし
くく

はは
、、
ＨＨ
ＰＰ
でで
のの
確確
認認
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。 

ささ
らら
にに
来来
年年
１１
月月
にに
はは
ＮＮ
ＴＴ
ＴＴ
東東
日日
本本
のの
固固
定定
電電
話話
はは
ＩＩ
ＰＰ

網網
へへ
切切
替替
とと
なな
りり
、、
いい
くく
つつ
かか
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
終終
了了
やや
変変
更更
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
今今
のの
うう
ちち
のの
チチ
ェェ
ッッ
クク
もも
いい
いい
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。 

たた
だだ
しし
、、
ここ
のの
件件
にに
便便
乗乗
しし
たた
悪悪
質質
電電
話話
にに
はは
、、
くく
れれ
ぐぐ
れれ

もも
ごご
用用
心心
、、
ごご
用用
心心
！！ 

固固
定定
電電
話話
機機
はは
、、
まま
だだ
まま
だだ
根根
強強
いい
。。 

ああ
るる
調調
査査
にに
よよ
るる
とと
、、
シシ
ニニ
アア
のの
スス
ママ
ーー
トト
フフ

ォォ
ンン
所所
有有
率率
はは
年年
々々
上上
昇昇
とと
のの
ここ
とと
でで
すす
。。 

今今
年年
でで
いい
ええ
ばば
6600
歳歳
代代
でで
前前
年年
よよ
りり
２２
ポポ
イイ

ンン
トト
増増
のの
9933
％％
、、
7700
歳歳
代代
でで
はは
９９
ポポ
イイ
ンン
トト
増増

のの
7799
％％
とと
、、
ほほ
とと
んん
どど
のの
人人
がが
持持
っっ
てて
いい
るる
よよ

うう
にに
見見
受受
けけ
まま
すす
。。 

たた
だだ
勝勝
手手
なな
想想
像像
でで
すす
がが
、、
使使
いい
方方
やや
使使
うう
頻頻

度度
はは
、、
人人
にに
よよ
っっ
てて
差差
がが
ああ
るる
よよ
うう
にに
感感
じじ
まま

すす
。。 携携

帯帯
電電
話話
をを
持持
っっ
てて
いい
るる
かか
らら
とと
言言
っっ
てて
、、
家家

庭庭
のの
固固
定定
電電
話話
機機
はは
無無
しし
にに
……
とと
はは
なな
らら
なな
いい

よよ
うう
でで
、、
そそ
ここ
にに
はは
使使
いい
慣慣
れれ
てて
いい
るる
、、
ＦＦ
ＡＡ
ＸＸ

がが
使使
ええ
るる
、、
聴聴
きき
取取
りり
やや
すす
いい
なな
どど
ささ
まま
ざざ
まま
理理

由由
がが
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

何何
とと
「「
温温
度度
・・
湿湿
度度
アア
ララ
ーー
ムム
」」
がが
。。 

ここ
のの
たた
めめ
最最
近近
のの
固固
定定
電電
話話
機機
はは
、、
シシ
ニニ
アア
世世

代代
がが
知知
らら
ずず
知知
らら
ずず
のの
うう
ちち
にに
、、
守守
らら
れれ
るる
よよ
うう

なな
工工
夫夫
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

なな
んん
とと
温温
度度
・・
湿湿
度度
アア
ララ
ーー
ムム
がが
付付
いい
てて
熱熱
中中

症症
やや
乾乾
燥燥
のの
警警
戒戒
をを
知知
らら
せせ
るる
、、
もも
はは
やや
電電
話話
のの

範範
疇疇
をを
超超
ええ
たた
もも
のの
まま
でで
ああ
るる
んん
でで
すす
よよ
～～
！！ 

なな
るる
ほほ
どど
電電
話話
機機
がが
ああ
るる
場場
所所
はは
、、
シシ
ニニ
アア
がが

普普
段段
よよ
くく
居居
るる
居居
間間
やや
台台
所所
なな
どど
がが
主主
なな
のの
でで
、、

一一
理理
ああ
りり
まま
すす
。。 

もも
しし
熱熱
中中
症症
のの
警警
戒戒
温温
度度
にに
なな
るる
とと
、、
①①
「「
ポポ

ーー
ンン
」」
とと
いい
うう
おお
知知
らら
せせ
音音
、、
②②
「「
熱熱
中中
症症
にに
ごご

注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。
適適
切切
なな
温温
度度
とと
湿湿
度度
にに
調調
節節
しし

てて
くく
だだ
ささ
いい
。。」」
とと
いい
うう
音音
声声
、、
③③ 

液液
晶晶
デデ
ィィ
スス

ププ
レレ
イイ
にに
「「
熱熱
中中
症症
にに
ごご
注注
意意
！！
」」
のの
でで
っっ
かか
いい 

家家
族族
をを
見見
守守
るる
電電
話話
機機 

文文
字字
、、
④④ 

ＬＬ
ＥＥ
ＤＤ
でで
光光
るる
アア
ンン
テテ
ナナ
がが
赤赤
色色
点点
滅滅

とと
、、
おお
知知
らら
せせ
手手
段段
がが
複複
数数
ああ
りり
まま
すす
。。 

４４
通通
りり
ああ
れれ
ばば
、、
どど
れれ
かか
にに
はは
気気
がが
付付
いい
てて
、、
エエ

アア
ココ
ンン
をを
つつ
けけ
るる
なな
どど
早早
めめ
のの
対対
処処
にに
つつ
なな
がが
るる

のの
でで
はは
？？
とと
いい
うう
もも
のの
。。 

おお
っっ
とと
更更
にに
、、 

⑤⑤ 

離離
れれ
てて
暮暮
らら
すす
家家
族族
にに
もも
、、「「
ここ
ちち
らら
はは
熱熱
中中

症症
警警
戒戒
のの
通通
知知
でで
すす
。。
状状
況況
をを
確確
認認
しし
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。」」
とと
、、
電電
話話
のの
通通
知知
がが
行行
くく
５５
通通
りり
目目
もも
ああ
りり
、、

そそ
のの
徹徹
底底
ぶぶ
りり
にに
はは
恐恐
れれ
入入
りり
まま
すす
。。 

 

ここ
れれ
かか
らら
のの
時時
期期
はは
冬冬
にに
向向
かか
うう
のの
でで
、、
「「
乾乾
燥燥

にに
ごご
注注
意意
！！
」」
にに
なな
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
ねね
。。 

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第 7733回回  

ココーードドレレスス電電話話機機 

第第 4422話話  店店店店ににににフフフフララララッッッッとととと入入入入るるるる  ！！！！ 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタ
イル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマート
を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。

連載

九九
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
やや
っっ
とと
秋秋
のの
気気
配配
！！ 

ああ
るる
経経
営営
ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト
ささ
んん
がが
書書
いい
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
おお
客客
ささ
んん
のの
大大
半半
はは
、、
買買
うう
品品
をを
決決
めめ
なな
いい
まま
まま
入入
店店
すす
るる
。。」」 

確確
かか
にに
。。
おお
客客
様様
はは
、、
店店
内内
をを
巡巡
っっ
てて
いい
るる
うう
ちち
にに
買買
うう
品品
をを
決決
めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

おお
客客
様様
はは
、、
何何
がが
欲欲
しし
いい
かか
自自
分分
でで
もも
分分
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

ポポ
ッッ
ププ
とと
かか
店店
内内
のの
デデ
ココ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
見見
てて
、、
ハハ
タタ
とと
気気
付付
くく
。。 

おお
客客
様様
にに
気気
付付
いい
てて
いい
たた
だだ
くく
、、
そそ
れれ
がが
大大
切切
にに
なな
るる
由由
縁縁
でで
すす
ねね
。。 

 

そそ
うう
そそ
うう
、、
九九
月月
かか
らら
、、
松松
園園
南南
口口
店店
をを
引引
きき
継継
ぎぎ
まま
しし
たた
。。 

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
店店
舗舗
でで
作作
業業
方方
法法
がが
違違
うう
ここ
とと
がが
分分
かか
りり
まま
しし
たた
。。 

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 

松松園園南南口口店店・・・・・・おお待待ちちししてていいまますす～～ 

合合
理理
的的
にに
スス
ピピ
ーー
デデ
ィィ
ーー
にに
おお
客客
様様
にに
商商

品品
をを
提提
供供
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
、、
道道
具具
をを
そそ
ろろ
ええ

たた
りり
、、
レレ
ジジ
周周
りり
やや
ババ
ッッ
クク
ヤヤ
ーー
ドド
のの
整整
理理

整整
頓頓
なな
どど
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
ささ
んん
とと
共共
にに
カカ
イイ
ゼゼ

ンン
（（
改改
善善
））
にに
もも
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
すす
。。 

スス
タタ
ッッ
フフ
ささ
んん
がが
いい
ろろ
いい
ろろ
とと
工工
夫夫
しし
てて

頑頑
張張
っっ
てて
くく
れれ
るる
のの
でで
、、
すす
ごご
くく
楽楽
しし
いい
でで

すす
。。 合合

理理
的的
なな
方方
法法
にに
「「
切切
りり
替替
ええ
」」
でで
きき
るる

能能
力力
とと
いい
うう
のの
はは
、、
仕仕
事事
をを
すす
るる
うう
ええ
でで
大大

事事
だだ
とと
、、
今今
更更
なな
がが
らら
分分
かか
りり
まま
しし
たた
。。 

松松
園園
南南
口口
店店
にに
もも
、、 

足足
をを
運運
んん
でで
くく
だだ
ささ
～～
いい
。。 

今今
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
行行
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
 
（７）

第第 77 回回   どどししゃゃ降降りりののおお祭祭りりのの夜夜 

どどししゃゃ降降りりののおお祭祭りりのの夜夜にに、、、、、、  

おお祭祭りりのの人人混混みみでで、、 

一一つつ、、いいいいここととををししたた。。 

めめっったたににししなないい、、 

『『人人助助けけ』』 

無無事事にに帰帰れれまますすよよううにに 

若若いいごご夫夫婦婦にに乾乾杯杯！！ 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが
日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！

連連載載 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ 

ひひねねももすす ほほっっとと茶茶屋屋 ささんんのの 

BB ll oo gg 

よよししだだ かかずずをを ささんん 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて

休休憩憩ししてていいまますす。。 

ききょょううししゅゅくくでですす 。。 
昨昨日日助助けけたた若若夫夫婦婦がが 
おお菓菓子子持持参参でで御御礼礼にに来来ててくくれれたた。。 
そそのの気気持持ちち嬉嬉しし。。 

ままっったたりり ブブロロググ 補補聴聴器器とと仲仲良良くくすするる方方法法  ((取取りり組組みみ方方 )) 

連連載載 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。田中さん
のお父様も補聴器を使用中だそうです。「不安の解決そして、喜んで
もらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。

補補
聴聴
器器
、、
はは
じじ
めめ
のの
一一
補補((

いい
っっ
ぽぽ)) 

 

読読
者者
のの
皆皆
様様
おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。 

おお
身身
体体
おお
変変
わわ
りり
在在
りり
まま
せせ
んん
かか
。。 

緑緑
がが
丘丘
のの
認認
定定
補補
聴聴
器器
専専
門門
店店
、、
補補
聴聴
器器
１１
番番
館館
、、

人人
情情
派派
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

ささ
てて
、、
今今
年年
のの
夏夏
もも
、、
補補
聴聴
器器
のの
「「
耳耳
垢垢
づづ
まま
りり
」」

にに
よよ
るる
「「
断断
音音
」」
のの
相相
談談
がが
とと
てて
もも
多多
かか
っっ
たた
でで
すす
。。 

「「
断断
音音
」」
がが
発発
生生
すす
るる
とと
、、
皆皆
ささ
んん
「「
壊壊
れれ
たた
」」

とと
思思
っっ
てて
電電
話話
がが
先先
にに
入入
っっ
てて
きき
まま
すす
。。 

音音
がが
出出
なな
いい
がが
為為
にに
「「
補補
聴聴
器器
をを
使使
ええ
なな
いい
」」
わわ

けけ
でで
すす
かか
らら
、、
おお
客客
様様
側側
かか
らら
しし
たた
らら
「「
壊壊
れれ
たた
」」

にに
間間
違違
いい
はは
なな
いい
のの
でで
すす
。。 

大大
方方
はは
、、
耳耳
垢垢
がが
音音
のの
出出
口口
をを
たた
まま
たた
まま
塞塞
いい
だだ
、、

だだ
けけ
。。
ブブ
ララ
シシ
にに
よよ
るる
掃掃
除除
、、
又又
はは
部部
品品
交交
換換
でで
簡簡

単単
にに
解解
決決
でで
すす
。。 

驚驚
きき
のの
結結
果果
にに
・・
・・
・・ 

今今
月月
はは
、、
スス
ママ
ホホ
をを
使使
っっ
たた
ゲゲ
ーー
ムム 

アア
ププ
リリ
のの
ごご
紹紹
介介
でで
すす
。。 

第第 4444 話話  ここのの音音がが聞聞ここええまますすかか？？ ゲゲーームム感感覚覚でで 

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘ささんん、、保保護護猫猫７７匹匹((内内２２

匹匹障障害害あありり))ととおお住住ままいい

でですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

高高
齢齢
にに
なな
るる
とと
とと
もも
にに 

高高
いい
周周
波波
数数
かか
らら
・・
・・
・・ 

年年
をを
取取
るる
にに
しし
たた
がが
いい
、、
高高
いい
周周
波波
数数
かか

らら
聞聞
きき
取取
りり
にに
くく
くく
なな
るる
よよ
うう
でで
、、
大大
人人
にに

はは
聞聞
ここ
ええ
なな
いい
音音
？？
とと
しし
てて
、、
一一
時時
期期
、、
話話

題題
にに
なな
っっ
たた
のの
がが
、、
ここ
のの
「「
モモ
スス
キキ
ーー
トト
音音
」」。。 

ネネ
ッッ
トト
でで
詳詳
しし
くく
調調
べべ
てて
みみ
るる
とと
「「
蚊蚊
のの

羽羽
音音
」」
のの
よよ
うう
なな
キキ
ーー
ンン
？？
ププ
ーー
ンン
？？
とと
いい

うう
1177
キキ
ロロ
ヘヘ
ルル
ツツ
前前
後後
のの
高高
周周
波波
をを
指指
すす
よよ

うう
でで
すす
。。 

もも
ちち
ろろ
んん
個個
人人
差差
はは
ああ
るる
もも
のの
のの
、、
若若
者者

にに
はは
聞聞
ここ
ええ
るる
がが
、、
加加
齢齢
とと
とと
もも
にに
聞聞
ここ
ええ

にに
くく
くく
なな
るる
とと
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

前前
述述
のの
アア
ププ
リリ
はは
、、
現現
在在
「「
アア
ッッ
ププ
ルル
スス

トト
アア
」」
のの
みみ
、、
無無
料料
でで
ダダ
ウウ
ンン
ロロ
ーー
ドド
でで
きき

まま
すす
。。「「
遊遊
びび
感感
覚覚
」」
でで
家家
族族
とと
、、
一一
度度
使使
っっ

てて
みみ
るる
のの
もも
面面
白白
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
アア
ププ
リリ
はは
、、
ああ
くく
まま
でで
もも
、、
簡簡
易易
なな

「「
耳耳
年年
齢齢
チチ
ェェ
ッッ
クク
」」
ゲゲ
ーー
ムム
のの
様様
でで
すす
、、 

よよ
っっ
てて
、、
普普
段段
のの
会会
話話
でで
もも
よよ
くく
聞聞
ここ
ええ

なな
いい
音音
がが
ああ
りり
心心
配配
のの
場場
合合
にに
はは
、、
耳耳
鼻鼻
科科

医医
師師
にに
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
感感
謝謝
。。 

私私 5588才才、、上上かからら２２段段目目のの１１００，，００００００HHzzままででししかか聞聞ここええなないい・・・・・・。。 
ちちななみみにに小小学学６６年年生生のの娘娘、、下下段段のの周周波波数数ままでで聞聞ここええたたととののこことと((泣泣))。。

電話 ６６５－２０５０

盛岡市東松園１丁目１−１

２２４４時時間間営営業業 

盛盛岡岡松松園園南南口口店店 

ＰＰ

桜桜台台方方面面  

北北山山方方面面 

松松園園団団地地 

山山岸岸方方面面  
緑緑がが丘丘方方面面 

フファァミミリリーーママーートト 
盛盛岡岡松松園園南南口口店店 

NNNNEEEEWWWW  「「「「温温温温度度度度・・・・湿湿湿湿度度度度アアアアララララーーーームムムム」」」」機機機機能能能能搭搭搭搭載載載載  

ココーードドレレスス電電話話機機 VVEE--GGDD7788DDLL

優優れれモモノノ家家電電 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。 

hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//pphhoonnee//pprroodduuccttss..hhttmmll 
上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

親
機
の
液
晶
画
面
が
大
き
く
見
や
すす
いい

と
か
、
数
字
の
ボ
タ
ン
が
ハ
ッ
キ
リ
明
るる

く
押
し
や
す
い
と
か
、
着
信
を
点
滅
し
て

光
で
知
ら
せ
る
と
か
…

ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
す
が
、
使
い
勝
手

が
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
楽
に
な
り
ま
す
。

「
間
違
え
た
り
慌
て
た
り
」
を
減
ら
せ

る
と
、
安
心
感
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
よ
～ 

親

の
液
晶
画
面
が
大
き
く

と
か
、
数
字
の
ボ
タ
ン
が
ハ
ッ
キ
リ
明

く
押
し
や
す
い
と
か
、
着
信
を
点
滅
し

光
で
知
ら
せ
る
と
か
…

ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
す
が
、
使
い
勝
手

が
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
楽
に
な
り
ま
す
。

「
間
違
え
た
り
慌
て
た
り
」
を
減
ら
せ

と
、
安
心
感
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
よ
～

親親
機
の
液

親親
機

アアアアナナナナウウウウンンンンススススでででで注注注注意意意意をををを呼呼呼呼びびびびかかかかけけけけまままますすすす。。。。

今今
年年
度度
もも
後後
半半
にに
突突
入入
しし
まま
しし
たた
！！ 

新新
年年
度度
をを
迎迎
ええ
たた
四四
月月
かか
らら
ここ
ここ
まま
でで
のの
半半
年年
はは
、、
思思
っっ
てて

いい
たた
以以
上上
にに
ああ
っっ
とと
いい
うう
間間
だだ
っっ
たた
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう

かか
。。 

 

ここ
ここ
まま
でで
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
がが
ああ
っっ
たた
かか
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
振振

りり
返返
っっ
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
計計
画画
通通
りり
順順
調調
にに
取取
りり
組組
めめ
たた
人人

もも
いい
れれ
ばば
、、
思思
うう
よよ
うう
にに
取取
りり
組組
めめ
なな
かか
っっ
たた
人人
もも
いい
るる
とと
思思

いい
まま
すす
。。 

良良
かか
っっ
たた
ここ
とと
もも
、、
悪悪
かか
っっ
たた
ここ
とと
もも
、、
ここ
ここ
かか
らら
のの
後後
半半

戦戦
しし
っっ
かか
りり
つつ
なな
げげ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

 

特特
にに
入入
試試
をを
控控
ええ
たた
生生
徒徒
のの
中中
にに
はは
、、
入入
試試
本本
番番
がが
近近
づづ
くく

にに
つつ
れれ
、、
「「
ああ
れれ
もも
やや
らら
なな
きき
ゃゃ
、、
ここ
れれ
もも
やや
らら
なな
きき
ゃゃ
」」
とと

気気
持持
ちち
ばば
かか
りり
がが
先先
走走
っっ
てて
焦焦
っっ
てて
しし
まま
いい
、、
カカ
ララ
回回
りり
すす
るる

生生
徒徒
もも
出出
てて
くく
るる
時時
期期
でで
すす
。。 

焦焦
りり
のの
なな
いい
受受
験験
生生
はは
いい
まま
せせ
んん
！！ 

そそ
うう
いい
うう
時時
ここ
そそ
、、
「「
今今
やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
」」
をを
確確
認認
しし
、、
確確

実実
にに
一一
歩歩
一一
歩歩
進進
めめ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
2299
回回 

今今
のの
時時
期期
はは
「「
折折
りり
返返
しし
地地
点点
」」 

高高
校校
入入
試試
にに
おお
いい
てて
、、
まま
しし
てて
やや
大大
学学
入入
試試
にに
おお
いい
てて
はは
、、

科科
目目
数数
・・
単単
元元
数数
もも
多多
いい
たた
めめ
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
勉勉
強強
しし
たた
かか
らら

とと
いい
っっ
てて
、、
すす
ぐぐ
にに
実実
力力
テテ
スス
トト
やや
模模
試試
でで
結結
果果
がが
得得
らら
れれ

るる
もも
のの
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

実実
力力
テテ
スス
トト
やや
模模
試試
のの
目目
的的
はは
得得
点点
・・
判判
定定
だだ
けけ
をを
見見
てて

一一
喜喜
一一
憂憂
すす
るる
ここ
とと
でで
はは
なな
くく
、、
そそ
のの
結結
果果
をを
踏踏
まま
ええ
てて
次次

にに
やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
をを
確確
認認
すす
るる
ここ
とと
にに
ああ
りり
まま
すす
。。 

しし
っっ
かか
りり
とと
弱弱
点点
をを
見見
つつ
けけ
てて
、、
次次
回回
以以
降降
にに
備備
ええ
るる
ここ

とと
。。 まま

たた
、、
良良
かか
っっ
たた
点点
はは
、、
そそ
れれ
をを
ささ
らら
にに
活活
かか
しし
てて
苦苦
手手

科科
目目
をを
カカ
ババ
ーー
でで
きき
るる
くく
らら
いい
にに
引引
きき
上上
げげ
るる
ここ
とと
をを
心心
掛掛

けけ
てて
取取
りり
組組
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

ここ
ここ
まま
でで
のの
話話
はは
、、
どど
ちち
らら
かか
とと
いい
うう
とと
中中
三三
生生
・・
高高
三三

生生
向向
けけ
のの
内内
容容
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
がが
、、
中中
二二
生生
・・
高高

二二
生生
もも
安安
心心
しし
てて
いい
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。 

中中
二二
生生
・・
高高
二二
生生
にに
とと
っっ
てて
のの
ここ
のの
時時
期期
はは
中中
弛弛
みみ
しし
がが

ちち
なな
時時
期期
でで
すす
がが
、、
三三
年年
間間
のの
学学
校校
生生
活活
のの
折折
りり
返返
しし
地地
点点

にに
なな
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく
！！ 

入入
学学
かか
らら
ここ
ここ
まま
でで
のの
一一
年年
半半
とと
いい
うう
時時
間間
をを
もも
うう
一一
度度

過過
ごご
すす
とと
、、
ああ
っっ
とと
いい
うう
間間
にに
卒卒
業業
でで
すす
。。 

 
高高
校校
入入
試試
もも
大大
学学
入入
試試
もも
ここ
ここ
かか
らら
のの
積積
みみ
重重
ねね
でで
すす
。。

まま
ずず
はは
目目
前前
にに
控控
ええ
たた
定定
期期
テテ
スス
トト
・・
考考
査査
・・
模模
試試
にに
向向
けけ

てて
、、
毎毎
日日
ココ
ツツ
ココ
ツツ
積積
みみ
重重
ねね
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

（（ 

能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
緑緑
がが
丘丘
校校 

水水
野野
健健
太太
先先
生生 

）） 



 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

制制服服のの「「おお下下ががりり」」ををババトトンンタタッッチチししまますす！！ 

制服リユースの事業をされている玉内さんを
訪ねました。（編集室）。

玉玉内内
たまない

 昭昭子子
あきこ

 ささんん （（ 滝滝沢沢市市 ささくくららやや盛盛岡岡店店 店店主主 ）） 

事事
業業
をを
始始
めめ
るる
キキ
ッッ
カカ
ケケ 

ウウ
チチ
のの
子子
がが
もも
らら
っっ
てて
きき
たた
「「
フフ
ーー
ドド

ババ
ンン
クク
」」
のの
チチ
ララ
シシ
をを
見見
たた
ここ
とと
がが
キキ
ッッ

カカ
ケケ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

今今
のの
時時
代代
、、
一一
見見
豊豊
かか
にに
見見
ええ
まま
すす
がが
、、

食食
べべ
るる
のの
にに
もも
着着
るる
のの
にに
もも
苦苦
労労
しし
てて
いい

るる
子子
がが
居居
りり
まま
すす
。。 

そそ
んん
なな
時時
にに
テテ
レレ
ビビ
でで
「「
ささ
くく
らら
やや
」」

とと
いい
うう
全全
国国
的的
なな
制制
服服
リリ
ユユ
ーー
スス
のの
店店
がが

ああ
るる
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
、、「「
ココ
レレ
だだ
！！
」」
とと
ひひ

らら
めめ
きき
まま
しし
たた
。。 

第第 9944回回 
回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  

「「
最最
初初
のの
一一
撃撃
がが
ああ
っっ
てて
、、
地地
球球
はは
自自
転転
をを

始始
めめ
たた
」」
とと
いい
うう
考考
ええ
方方
がが
ああ
るる
らら
しし
いい
。。 

何何
事事
もも
「「
最最
初初
のの
一一
撃撃
」」
がが
ああ
るる
もも
のの
でで
すす
。。 

ここ
のの
新新
聞聞
でで
言言
ええ
ばば
、、「「
いい
つつ
にに
なな
っっ
たた
らら
発発

刊刊
ささ
れれ
るる
のの
？？
」」
とと
いい
うう
厳厳
しし
いい
御御
言言
葉葉
がが
、、

創創
刊刊
のの
要要
因因
にに
なな
っっ
たた
かか
もも
。。 

そそ
のの
節節
はは
、、
厳厳
しし
いい
御御
言言
葉葉
、、
ああ
りり
がが
とと
うう

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

発発
刊刊
後後
にに
はは
、、
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー
ささ
れれ
たた
方方
にに

「「((

笑笑))
のの
文文
字字
をを
全全
てて
消消
去去
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
」」

とと
言言
わわ
れれ
てて
記記
事事
をを
変変
更更
しし
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま

すす
。。
取取
材材
ささ
れれ
るる
人人
のの
気気
持持
ちち
にに
沿沿
うう
よよ
うう
にに

しし
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
エエ
ッッ
ジジ
のの
効効
いい
たた
新新
聞聞
でで
すす
ねね
」」
とと
言言
っっ

てて
激激
励励
しし
てて
くく
だだ
ささ
るる
方方
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

次次
号号
でで
創創
刊刊
８８
周周
年年
をを
迎迎
ええ
るる
今今
ここ
そそ
、、
初初

心心
をを
思思
いい
出出
すす
のの
がが
大大
事事
だだ
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。 

思思
ええ
ばば
、、「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
をを
発発
行行

しし
たた
理理
由由
はは
、、 

「「
地地
域域
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
話話
題題
をを
知知
るる
ここ
とと

はは
、、
地地
域域
のの
方方
々々
にに
潤潤
いい
とと
喜喜
びび
をを
与与
ええ
るる
」」

でで
しし
たた
。。 

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
初初
心心
にに
立立
ちち
返返
りり
、、
編編
集集

にに
邁邁
進進
しし
まま
すす
。。 

ああ
、、
広広
告告
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

編編集集後後記記

店店内内、、ととこころろ狭狭ししとと並並ぶぶ制制服服たたちち 

やや
がが
てて
決決
断断
のの
時時
がが 

看看
護護
師師
とと
しし
てて
勤勤
めめ
てて
いい
てて
、、
なな
かか
なな

かか
踏踏
んん
切切
りり
がが
つつ
きき
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。 

三三
、、
四四
年年
たた
っっ
てて
家家
族族
かか
らら
「「
やや
りり
たた

かか
っっ
たた
らら
やや
れれ
ばば
」」
とと
背背
中中
をを
押押
ささ
れれ
たた

感感
じじ
でで
、、
決決
断断
しし
まま
しし
たた
。。 

切切
りり
詰詰
めめ
れれ
ばば
何何
とと
かか
でで
きき
るる
かか
もも
、、

とと
思思
っっ
てて
。。
大大
変変
なな
おお
母母
ささ
んん
達達
のの
たた
めめ

にに
もも
、、
一一
度度
きき
りり
のの
人人
生生
だだ
かか
らら
、、「「
やや
りり

たた
いい
ここ
とと
をを
やや
っっ
てて
みみ
よよ
うう
」」
とと
決決
断断
しし

まま
しし
たた
。。 

今今
のの
事事
業業
はは
、、
人人
にに
喜喜
ばば
れれ
まま
すす 

「「
我我
がが
子子
のの
制制
服服
にに
十十
万万
円円
もも
掛掛
けけ
らら

れれ
なな
いい
」」
とと
いい
うう
悲悲
鳴鳴
のの
よよ
うう
なな
声声
もも
聞聞

かか
れれ
まま
すす
。。 

「「
ここ
んん
なな
にに
安安
くく
買買
ええ
てて
良良
かか
っっ
たた
」」

とと
言言
っっ
てて
くく
だだ
ささ
るる
方方
もも
増増
ええ
てて
いい
まま

すす
。。 入入

学学
準準
備備
がが
始始
まま
るる
時時
期期
なな
のの
でで
、、
問問

いい
合合
わわ
せせ
もも
増増
ええ
てて
来来
てて
いい
まま
すす
。。 

特特にに今今、、募募集集ししてていいるるののはは、、私私立立高高校校のの制制服服でですす。。 
盛盛桜桜、、白白百百合合、、江江南南、、岩岩女女、、中中央央高高、、盛盛附附ななどど。。 
問問いい合合わわせせがが多多いいののははススココーーレレ高高校校でですす。。 
リリユユーースス用用のの制制服服のの寄寄付付をを受受けけるるボボッッククススをを、、いい
ろろんんなな場場所所にに設設置置ししてていいまますす。。 
応応援援ししててくくれれるる企企業業ささんん、、フファァミミリリーーママーートトささんん、、
盛盛岡岡信信用用金金庫庫ささんんななどどでですす。。 
小小・・中中学学校校のの運運動動着着もも募募集集ししてていいまますす。。 
前前のの刺刺ししゅゅううはは、、そそののままままででＯＯＫＫでですす。。 

入入
学学
準準
備備
にに
向向
けけ
てて 

十十
一一
月月
・・
十十
二二
月月
にに
なな
っっ
たた
らら
求求
めめ
にに

いい
らら
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
今今
急急
いい
でで
買買
っっ
てて

もも
入入
学学
式式
まま
でで
にに
はは
、、
まま
たた
ササ
イイ
ズズ
がが
合合

わわ
なな
くく
なな
っっ
てて
きき
まま
すす
のの
でで((

笑笑))

。。 

新新
品品
のの
制制
服服
よよ
りり
もも
格格
安安
にに
求求
めめ
らら
れれ

まま
すす
のの
でで
喜喜
ばば
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

新新
品品
のの
二二
割割
かか
らら
三三
割割
位位
のの
価価
格格
とと
なな

っっ
てて
いい
まま
すす
。。
七七
割割
もも
八八
割割
もも
おお
安安
いい
勘勘

定定
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

制制制制服服服服リリリリユユユユーーーーススススのののの店店店店・・・・ささささくくくくららららやややや盛盛盛盛岡岡岡岡店店店店  
００８８００－－８８２２５５８８－－９９６６７７８８（（玉玉内内）） 

滝滝沢沢市市鵜鵜飼飼笹笹森森５５－－２２５５ 

hhttttppss::////wwwwww..sseeiiffuukkuu--ssaakkuurraayyaa..ccoomm//bblloogg//mmoorriiookkaa//

滝滝
沢沢
市市
役役
所所
方方
面面
へへ 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面
へへ 

ＰＰ
岩岩
手手
銀銀
行行
ささ
んん 

鵜鵜
飼飼 

ニニ
ュュ
ーー
タタ
ウウ
ンン 

リリユユーースス用用のの制制服服ははたたくくささんん集集ままっってていいまますす。。 
秋秋ににはは、、冬冬のの制制服服もも求求めめらられれまますす。。 
子子ととももははどどんんどどんん大大ききくくななっってて、、入入学学ししたた時時のの制制服服がが小小ささくくなな

りりまますす。。制制服服がが小小ささくくななっってて買買いい替替ええたたいいとと思思うう人人はは多多いいでですす。。 
「「ここうういいううおお店店ががああっってて、、すすごごくく助助かかるる」」とといいうう声声ももいいたただだきき

まますす。。毎毎日日忙忙ししいいおお母母ささんんたたちちがが子子育育ててでで困困っったたとときき、、「「そそううだだ！！
ささくくららややにに行行ここうう！！」」とと思思ええるる、、そそんんななおお店店をを目目指指ししてていいまますす。。 

世世のの中中、、まますすまますす大大変変ににななっってていいまますすねね。。 
学学校校ででのの給給食食がが無無いいとと、、夏夏休休みみ明明けけ・・冬冬休休みみ
明明けけににはは、、体体重重ががすすごごくく減減っってていいるる子子どどももがが居居
るるよよううでですす。。 

1100月月かからら予予約約制制ととななりりまますす。。 

制制服服回回収収ボボッッククスス 


